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ラ
ス
ト
・
リ
ゾ
ー
ト
な
き
「
最
後
の
貸
し
手
」
論
の
ド
ル
・
デ
ィ
レ
ン
マ
…
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〇
〇
七－
〇
八
年
の
「
ド
ル
流
動
性
不
足
の
発
生
と
深
刻
化
」
の
内
実
な
き
「
ド
ル
流
動
性
不
足
」
論
（
下
）
米
倉
茂
は
じ
め
に
…
…
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
の
久
し
い
日
本
の
ド
ル
研
究
第
一
節
国
際
金
融
危
機
で
激
変
し
た
米
国
の
銀
行
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
資
金
移
動
（
二
〇
〇
七
年
後
半
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〇
〇
九
年
半
ば
）
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…
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46
（
ⅰ
）
米
国
の
銀
行
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
資
金
移
動
の
三
分
の
二
以
上
を
し
め
る
本
支
店
間
取
引
…
…
…
…
…
…
…
…
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46
（
ⅱ
）
米
国
の
銀
行
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
は
金
融
危
機
の
深
化
で
激
変
…
…
急
増
し
て
い
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は
ず
の
対
欧
純
貸
し
出
し
の
急
減
…
…
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47
（
ⅲ
）
経
常
収
支
不
均
衡
拡
大
で
は
説
明
で
き
な
い
欧
米
間
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
の
膨
張
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49
（
ⅳ
）
同
じ
ド
ル
不
足
で
も
米
国
と
欧
州
の
銀
行
双
方
に
よ
る
調
整
は
真
逆
…
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52
（
ⅴ
）
ド
ル
衰
退
願
望
論
に
よ
る
米
国
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ク
ロ
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ボ
ー
ダ
ー
資
本
移
動
の
分
析
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56
（
ⅵ
）
欧
米
間
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
を
語
る
の
に
欠
か
せ
な
い
投
資
銀
行
に
よ
る
レ
ポ
取
引
の
動
向
…
…
…
…
…
…
59
（
ⅶ
）
欧
米
間
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
の
急
減
効
果
を
鎮
静
さ
せ
る
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
操
作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62
第
二
節
欧
州
の
銀
行
に
と
ど
ま
ら
な
い
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
ド
ル
流
動
性
危
機
の
広
が
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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19
（
ⅰ
）「
ド
ル
流
動
性
危
機
」
の
現
象
を
欧
州
の
銀
行
に
限
定
し
て
し
ま
っ
た
代
償
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64
（
ⅱ
）
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
流
動
性
危
機
を
意
識
し
て
い
た
Ｆ
ｅ
ｄ
の
米
国
国
内
向
け
の
ド
ル
流
動
性
供
給
…
…
…
…
…
69
（
ⅲ
）
ド
ル
流
動
性
危
機
が
始
ま
っ
た
時
期
も
不
明
な
「
ド
ル
流
動
性
危
機
」
解
題
…
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
市
場
は
い
つ
か
ら
機
能
不
全
？
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
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…
…
…
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…
…
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（
以
上
、（
上
）
号
）
第
三
節
世
界
的
ド
ル
流
動
性
危
機
に
対
す
る
米
国
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65
（
ⅰ
）
欧
銀
の
ド
ル
流
動
性
危
機
の
対
策
で
も
あ
る
米
国
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
の
例
（
1
）
…
…
リ
ー
マ
ン
破
綻
で
起
き
た
Ｍ
Ｍ
Ｆ
取
り
付
け
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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65
（
ⅱ
）
欧
銀
の
ド
ル
流
動
性
危
機
の
対
策
で
も
あ
る
米
国
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
の
例
（
2
）
…
…
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
買
収
に
お
け
る
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
へ
の
Ｆ
ｅ
ｄ
融
資
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
を
超
え
て
い
る
最
後
の
貸
し
手
機
能
の
証
し
…
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67
（
ⅲ
）
欧
銀
の
ド
ル
流
動
性
危
機
の
対
策
で
も
あ
る
米
国
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
の
例
（
3
）
…
…
Ｆ
ｅ
ｄ
に
よ
る
Ａ
Ｉ
Ｇ
融
資
は
欧
銀
に
対
す
る
迂
回
的
な
融
資
効
果
を
発
揮
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
70
第
四
節
投
資
銀
行
の
レ
ポ
取
引
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
膨
張
―
レ
ポ
取
引
を
増
幅
さ
せ
る
担
保
再
流
用
（rehypthecation
）
に
よ
る
信
用
の
連
鎖
的
膨
張
…
…
…
…
…
…
72
（
ⅰ
）
過
剰
な
金
融
レ
バ
リ
ッ
ジ
を
加
速
し
た
レ
ポ
取
引
…
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…
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…
…
…
…
…
…
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72
（
ⅱ
）
ド
ル
と
米
国
国
債
へ
の
逃
避
は
ド
ル
流
動
性
危
機
の
メ
ダ
ル
の
裏
側
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77
（
ⅲ
）
米
国
国
債
へ
の
逃
避
と
欧
州
の
ド
ル
資
金
不
足
を
表
裏
一
体
と
し
て
論
じ
る
ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
へ
の
逆
立
ち
的
批
判
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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78
（
ⅳ
）
安
全
資
産
と
み
な
さ
れ
る
米
国
国
債
は
金
融
取
引
の
担
保
と
し
て
使
わ
れ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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20
第
五
節
基
軸
通
貨
の
交
替
の
展
望
…
…
勇
み
足
を
く
り
返
す
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82
（
ⅰ
）
世
界
の
有
力
諸
国
の
大
半
が
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
を
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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82
（
ⅱ
）
絶
大
の
広
が
り
を
み
せ
る
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
―
地
理
的
時
間
的
な
広
が
り
の
な
い
ユ
ー
ロ
・
ス
ワ
ッ
プ
…
…
…
…
83
（
ⅲ
）
似
て
非
な
る
ド
ル
と
人
民
元
の
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
…
…
決
定
的
に
ち
が
う
両
ス
ワ
ッ
プ
を
同
列
に
扱
う
ド
ル
衰
退
願
望
論
の
妄
念
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
87
（
ⅳ
）
通
貨
の
交
換
性
も
な
い
人
民
元
に
片
思
い
の
ド
ル
衰
退
願
望
論
…
…
人
民
元
は
ド
ル
に
替
わ
る
国
際
通
貨
と
な
る
展
望
は
な
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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88
（
ⅴ
）
一
向
に
解
消
さ
れ
な
い
ユ
ー
ロ
圏
の
ド
ル
依
存
体
質
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
90
（
ⅵ
）
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
が
「
や
が
て
次
な
る
金
融
バ
ブ
ル
の
温
床
に
な
る
可
能
性
」（
??
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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92
第
六
節
換
骨
奪
胎
を
迫
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
論
…
…
経
常
収
支
不
均
衡
論
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
論
へ
の
視
角
転
換
…
…
…
94
（
ⅰ
）
リ
カ
ー
ド
理
論
の
天
秤
に
か
け
ら
れ
る
経
常
収
支
赤
字
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論
…
…
何
が
何
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
の
か
不
明
な
「
経
常
収
支
赤
字
を
資
本
流
入
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
構
造
」
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
94
（
ⅱ
）
Ｂ
Ｉ
Ｓ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
日
銀
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
限
界
を
自
覚
…
…
世
界
的
な
学
問
上
の
潮
流
か
ら
は
ず
れ
て
漂
流
す
る
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
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97
（
ⅲ
）
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
告
解
を
意
図
的
に
無
視
す
る
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
99
（
ⅳ
）
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
具
現
し
た
伝
統
的
銀
行
と
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
間
の
不
均
衡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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101
（
以
上
、（
中
）
号
）
第
七
節
本
来
あ
る
べ
き
書
評
に
立
ち
帰
る
契
機
…
…
『
な
ぜ
ド
ル
本
位
制
は
終
わ
ら
な
い
の
か
』
の
書
評
へ
の
書
評
…
23
ラスト・リゾートなき「最後の貸し手」論のドル・ディレンマ（下）
21
（
ⅰ
）
ド
ル
体
制
の
広
が
り
の
意
義
に
暗
い
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
に
よ
る
『
な
ぜ
ド
ル
本
位
制
は
終
わ
ら
な
い
の
か
』
の
著
者
へ
の
逆
立
ち
的
批
判
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23
（
ⅱ
）
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
の
効
果
を
否
定
そ
れ
と
も
肯
定
？
「
ド
ル
流
動
性
危
機
の
発
生
」
の
中
身
に
暗
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
発
生
を
明
快
に
説
い
て
い
る
書
評
対
象
の
本
を
評
価
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32
第
八
節
「
最
後
の
貸
し
手
」
論
に
関
す
る
六
〇
代
の
手
習
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
35
（
ⅰ
）
量
的
緩
和
策
は
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
？
―
―
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
も
知
ら
ず
、
量
的
金
融
緩
和
策
と
「
最
後
の
貸
し
手
」
の
区
別
も
つ
か
な
い
「
最
後
の
貸
し
手
』
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
35
（
ⅱ
）
Ｆ
ｅ
ｄ
副
議
長
コ
ー
ン
に
よ
る
金
融
危
機
対
策
に
お
け
る
Ｆ
ｅ
ｄ
と
財
務
省
の
関
係
の
解
題
…
…
…
…
…
…
…
…
42
（
ⅲ
）
証
券
化
業
務
の
進
化
に
応
じ
て
広
が
る
最
後
の
貸
し
手
の
範
囲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44
（
ⅳ
）
中
央
銀
行
が
最
後
の
貸
し
手
と
し
て
緊
急
融
資
す
る
場
合
に
守
る
べ
き
原
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48
（
ⅴ
）
Ｆ
ｅ
ｄ
の
バ
ラ
ン
ス
ー
シ
ー
ト
の
状
態
も
見
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
「
質
的
低
下
」
を
語
る
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50
第
九
節
六
〇
代
の
手
習
い
第
二
弾
…
…
再
履
修
を
迫
ら
れ
る
大
学
院
時
代
の
景
気
循
環
論
演
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
52
（
ⅰ
）
指
導
教
員
の
国
際
資
本
移
動
論
を
学
べ
な
い
不
肖
の
弟
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
52
（
ⅱ
）
ド
ル
相
場
の
動
向
の
決
定
要
因
を
取
り
違
え
て
し
ま
う
不
均
衡
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
58
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22
第
七
節
本
来
あ
る
べ
き
書
評
に
立
ち
帰
る
契
機
…
…
『
な
ぜ
ド
ル
本
位
制
は
終
わ
ら
な
い
の
か
』
の
書
評
へ
の
書
評
（
ⅰ
）
ド
ル
体
制
の
広
が
り
の
意
義
に
暗
い
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
に
よ
る
『
な
ぜ
ド
ル
本
位
制
は
終
わ
ら
な
い
の
か
』
の
著
者
へ
の
逆
立
ち
的
批
判
こ
れ
ま
で
は
柴
田
の
世
界
金
融
危
機
の
経
緯
に
関
す
る
認
識
の
程
度
を
紹
介
し
て
き
た
。
柴
田
の
場
外
寝
技
は
さ
ら
に
続
く
。
こ
の
程
度
の
理
解
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
恐
慌
を
契
機
と
し
て
ド
ル
体
制
の
膨
張
を
改
め
て
強
調
し
た
岩
野
茂
道
の
著
書
『
な
ぜ
ド
ル
本
位
制
は
終
わ
ら
な
い
の
か
』（
文
眞
堂
、
二
〇
一
一
年
）
を
書
評
し
て
い
る
。
そ
の
書
評
の
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
の
柴
田
の
文
献
解
読
の
姿
勢
と
何
ら
変
わ
り
な
い
。
取
り
あ
げ
て
い
る
文
献
を
き
ち
ん
と
理
解
せ
ず
、
そ
の
真
意
を
逆
さ
ま
に
読
み
取
る
離
れ
業
の
焼
き
直
し
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
明
ら
か
に
す
る
と
お
り
、
岩
野
の
こ
の
著
書
に
対
す
る
書
評
は
マ
ヤ
カ
シ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
柴
田
に
は
岩
野
の
本
を
読
む
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
柴
田
は
自
身
の
履
歴
を
振
り
返
る
べ
き
時
の
よ
う
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
る
ま
で
の
柴
田
自
身
は
、
本
稿
が
例
示
し
て
き
た
よ
う
な
実
に
平
板
な
Ｇ
Ｉ
論
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
中
身
を
再
度
、
紹
介
し
て
お
く
。
基
軸
通
貨
国
ア
メ
リ
カ
は
、「
経
常
収
支
赤
字
を
資
本
流
入
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
構
造
が
定
着
し
、
経
常
収
支
黒
字
国
の
過
剰
貯
蓄
を
吸
収
し
国
内
の
過
剰
消
費
・
投
資
を
金
融
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に
有
効
需
要
を
提
供
す
る
と
い
う
役
割
」（〈
柴
田
①
〉
二
）
を
担
い
、
こ
れ
が
一
九
八
〇
年
代
に
定
着
し
た
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
カ
ビ
の
生
え
た
通
り
一
遍
の
認
識
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
国
際
金
融
危
機
で
は
そ
れ
で
は
す
ま
な
く
な
っ
た
。
今
ま
で
自
分
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
一
八
〇
度
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
事
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
し
く
ド
ル
流
動
性
危
機
を
解
題
し
た
岩
野
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
と
自
身
の
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レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
に
か
か
わ
る
。
だ
か
ら
岩
野
説
は
何
が
何
で
も
批
判
し
、
自
身
の
方
が
上
で
あ
る
と
い
う
錯
覚
に
ひ
た
る
。
し
か
し
、
岩
野
説
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
だ
か
ら
、
正
面
批
判
は
避
け
て
、
小
さ
な
論
点
を
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
も
国
際
的
ド
ル
流
動
性
危
機
説
の
本
邦
元
祖
の
米
倉
の
一
連
の
著
作
を
徹
底
的
に
無
視
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
（
柴
田
に
は
拙
著
八
冊
の
す
べ
て
を
献
本
。
か
つ
て
大
学
院
の
同
門
の
よ
し
み
）。
さ
ら
に
不
可
思
議
な
手
口
を
重
ね
る
。
す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
平
板
な
Ｇ
Ｉ
論
の
臍
帯
を
断
ち
き
れ
な
い
の
に
、
そ
の
よ
う
な
Ｇ
Ｉ
論
を
批
判
し
て
い
る
岩
野
の
ド
ル
危
機
説
を
基
本
的
に
首
肯
し
つ
つ
も
、
自
身
の
方
が
ド
ル
流
動
性
危
機
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
岩
野
説
よ
り
も
深
い
理
解
が
あ
る
と
い
う
仮
象
を
植
え
付
け
よ
う
と
す
る
。
以
下
、
そ
の
具
体
例
を
み
て
い
く
。
そ
れ
が
次
の
二
つ
の
例
で
あ
る
。
岩
野
が
実
質
書
い
て
い
る
こ
と
を
、
あ
た
か
も
岩
野
に
は
そ
れ
が
欠
落
し
て
い
る
と
批
判
し
て
、
岩
野
の
理
解
は
浅
い
、
あ
る
い
図13 ヨーロッパ銀行の純 US ドル・ポジション（取引相手別） （単位：兆ドル）
（出典）〈岩野〉12の図1－2より
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は
必
要
な
文
献
を
読
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を
植
え
付
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
第
一
の
例
：
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
か
ら
岩
野
が
引
い
て
き
た
図
13
に
つ
い
て
（
元
の
図
は
岩
野
の
「
図
一－
二
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
の
純
Ｕ
Ｓ
ド
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
取
引
相
手
別
）」。
こ
の
図
13
の
中
に
あ
る
点
線
図
（「
・
・
・
・
」）
を
岩
野
は
次
の
通
り
、
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
「
・
・
・
・
の
線
が
示
す
軌
跡
は
主
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
シ
ス
テ
ム
全
体
の
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
投
資
（
ド
ル
資
産
ー
ド
ル
負
債
）
で
あ
る
」（〈
岩
野
〉
一
三
）
と
そ
れ
自
体
、
適
切
な
解
説
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
引
用
に
す
ぐ
に
続
く
記
述
で
は
「
こ
れ
ら
の
投
資
の
主
体
はnon-banks
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
年
金
、
信
託
、
保
険
な
ど
を
含
む
機
関
投
資
家
と
考
え
ら
れ
る
」（〈
岩
野
〉
一
三
の
第
一
段
落
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
率
直
に
い
っ
て
舌
足
ら
ず
な
記
述
で
あ
り
、
無
用
の
誤
解
を
招
く
。
こ
れ
で
は
図
13
の
中
の
点
線
部
分
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
シ
ス
テ
ム
全
体
の
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
投
資
」
で
な
く
、「
年
金
、
信
託
、
保
険
な
ど
を
含
む
機
関
投
資
家
」
と
い
う
「non-banks
」
に
よ
る
「
投
資
」
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
岩
野
の
本
意
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
こ
で
岩
野
が
言
い
た
い
の
は
、「
主
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
シ
ス
テ
ム
全
体
の
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
投
資
」
は
「
年
金
、
信
託
、
保
険
な
ど
を
含
む
機
関
投
資
家
」
を
源
泉
と
す
る
ド
ル
資
金
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、「
主
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
シ
ス
テ
ム
全
体
」
に
よ
る
対
「
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
投
資
」
の
投
資
先
と
な
っ
て
い
る
「
主
体
」
が
「non-banks
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
岩
野
は
同
頁
の
第
二
段
落
で
そ
の
よ
う
な
理
解
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ノ
ン
バ
ン
ク
部
門
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
債
権
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
解
題
し
て
い
る
。「
個
人
・
企
業
へ
の
貸
出
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
へ
の
貸
出
を
含
み
、
Ｕ
Ｓ
財
務
省
証
券
を
初
め
と
し
て
組
成
さ
れ
た
金
融
商
品
に
至
る
も
ろ
も
ろ
の
証
券
保
有
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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そ
し
て
こ
の
記
述
は
原
典
の
二
〇
〇
九
年
三
月
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
（〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
五
六
）
の
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
岩
野
が
意
味
す
る
本
来
の
「
ノ
ン
バ
ン
ク
部
門
」
な
の
で
あ
る
（
な
お
正
確
に
は
、「
個
人
」
は
原
文
で
は
小
売
り
の‘retail’
で
あ
り
、「
財
務
省
証
券
」
も‘U
ST
reasury
and
agency
securities’
で
あ
り
、
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
な
ど
の
機
関
債
も
入
っ
て
い
る
）。
つ
ま
り
、「non-banks
」
に
関
す
る
岩
野
の
記
述
は
、
は
第
一
段
落
と
第
二
段
落
で
は
相
反
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
真
意
は
第
二
段
落
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
二
段
落
に
お
け
る
「non-banks
」の
定
義
は
原
典
と
し
て
い
る
件
の〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
の
中
身
を
解
説
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
第
一
段
落
に
お
け
る
岩
野
の
「non-banks
」
理
解
は
当
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
に
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
岩
野
の
「non-banks
」
の
本
意
は
明
ら
か
に
第
一
段
落
で
な
く
第
二
段
落
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
岩
野
を
書
評
し
て
い
る
柴
田
は
、
岩
野
に
よ
る
「non-banks
」
の
定
義
を
第
一
段
落
で
の
そ
れ
に
限
っ
て
取
り
あ
げ
、
第
二
段
落
の
件
に
は
ふ
れ
な
い
で
、
岩
野
の
「non-banks
」
解
説
を
批
判
す
る
。
あ
た
か
も
柴
田
は
鬼
の
首
を
取
っ
た
か
の
よ
う
に
、
岩
野
の
第
一
段
落
の
「non-banks
」
定
義
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
、「
こ
れ
ら
の
投
資
の
主
体
はnon-banks
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
を
問
題
に
し
て
、
実
際
は
「
こ
れ
ら
の
投
資
（
・
・
・
・
の
線
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
のnon-banks
に
対
す
る
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
投
資
を
表
し
て
い
る
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
。
傍
点
は
柴
田
が
付
し
た
も
の
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
岩
野
は
柴
田
の
認
識
と
同
じ
く
、「
こ
れ
ら
の
投
資
（
・
・
・
・
の
線
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
のnon-banks
に
対
す
る
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
投
資
を
表
し
て
い
る
」
と
理
解
し
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
箇
所
を
再
度
引
い
て
お
こ
う
。
そ
の
第
二
段
落
で
は
「
ノ
ン
バ
ン
ク
部
門
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
債
権
は
「
個
人
・
企
業
へ
の
貸
出
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
へ
の
貸
出
を
含
み
、
Ｕ
Ｓ
財
務
省
証
券
を
初
め
と
し
て
組
成
さ
れ
た
金
融
商
品
に
至
る
も
ろ
も
ろ
の
証
券
保
有
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
公
平
な
書
評
を
す
べ
き
立
場
に
あ
る
は
ず
の
柴
田
は
、
岩
野
の
第
一
段
落
に
あ
る
「non-banks
」
だ
け
が
岩
野
の
理
解
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で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
読
者
に
植
え
付
け
よ
う
と
す
る
。
公
正
な
人
間
な
ら
ば
岩
野
の
著
書
の
一
三
頁
の
第
一
段
落
と
第
二
段
落
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
、
第
一
段
落
の
記
述
に
は
問
題
が
残
る
と
し
て
紹
介
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
柴
田
は
そ
も
そ
も
読
解
力
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
柴
田
が
典
拠
と
し
て
い
る
文
献
の
理
解
の
惨
状
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
無
理
な
こ
と
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
実
は
無
理
で
な
い
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
次
の
記
述
で
あ
る
。
柴
田
の
書
評
ス
タ
イ
ル
の
第
二
の
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
た
か
も
岩
野
が
理
解
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
点
を
柴
田
が
説
示
し
て
あ
げ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
で
は
そ
の
点
を
確
認
し
て
み
よ
う
。「ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
はnon-banks
に
対
す
る
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
債
権
を
、
①
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
、
②
中
央
銀
行
借
入
、
③
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
プ
市
場
、
を
通
じ
た
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
債
務
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
て
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（〈
柴
田
③
八
九
〉、
傍
点
は
米
倉
が
付
す
）。
読
者
は
こ
の
記
述
を
読
む
か
ぎ
り
、
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
特
長
を
理
解
で
き
な
い
岩
野
に
対
し
て
評
者
の
柴
田
が
そ
れ
を
教
え
て
あ
げ
て
い
る
と
考
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
ど
ん
で
ん
返
し
と
な
る
。
柴
田
が
説
示
し
て
あ
げ
て
い
る
は
ず
の
認
識
は
、
岩
野
の
著
書
の
同
じ
頁
の
第
一
段
落
に
き
ち
ん
と
書
か
れ
て
い
る
。
柴
田
が
書
い
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
が
岩
野
に
も
き
ち
ん
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
化
し
て
お
こ
う
。
「
金
融
危
機
が
始
ま
る
前
ま
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
は
こ
の
ド
ル
需
要
を
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
（
ユ
ー
ロ
ド
ル
市
場
）
で
約
＄
4
、0
0
0
億
（
―
線
）、
そ
し
て
中
央
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
（
＄
3
、8
0
0
億
）
で
満
た
し
、
残
り
を
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
プ
（
主
に
国
内
通
貨
を
借
り
て
こ
れ
を
ド
ル
に
転
換
す
る
）
を
使
っ
て
＄
8
、0
0
0
億
ド
ル
（
こ
の
ス
ワ
ッ
プ
部
分
は
■
色
の
影
で
描
か
れ
て
い
る
）
調
達
し
て
い
る
」（〈
岩
野
〉
一
三
）。
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さ
て
一
体
、
柴
田
は
こ
の
箇
所
を
読
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
も
し
読
ん
で
理
解
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
はnon-banks
に
対
す
る
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
債
権
を
、
①
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
、
②
中
央
銀
行
借
入
、
③
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
プ
市
場
、
を
通
じ
た
Ｕ
Ｓ
ド
ル
純
債
務
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
て
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
、
傍
点
は
米
倉
が
付
す
）
と
岩
野
に
垂
訓
す
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
は
柴
田
に
指
摘
さ
れ
る
遠
の
昔
に
岩
野
に
書
か
れ
て
い
る
。
実
に
滑
稽
な
こ
と
で
あ
る
。
柴
田
は
岩
野
に
よ
る
ド
ル
資
金
調
達
の
方
法
の
解
説
を
読
ん
で
、
逆
に
そ
れ
を
岩
野
に
説
示
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
ま
さ
に
二
十
一
世
紀
版
の
釈
迦
に
説
法
の
類
の
も
の
で
あ
る
。
岩
野
は
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
手
法
を
図
13
で
平
易
に
解
説
し
て
い
る
。
原
典
の
記
述
（〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
五
六
）
だ
け
読
む
と
理
解
し
が
た
い
。
前
後
の
頁
を
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
点
、
岩
野
は
原
典
の
当
該
箇
所
の
前
後
も
読
ん
で
き
ち
ん
と
件
の
図
を
解
題
し
て
い
る
。
非
常
に
難
解
な
原
典
自
体
の
記
述
を
噛
み
く
だ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
岩
野
に
対
し
、
柴
田
は
岩
野
に
代
わ
っ
て
岩
野
に
説
法
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
〈
柴
田
①
〉、〈
柴
田
②
〉
で
は
〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
が
典
拠
に
な
い
。〈M
cG
uire
&
Peter
①
〉
だ
け
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
の
認
識
を
深
め
る
べ
く
書
か
れ
た
の
が
〈M
cG
uire
&
Peter
①
〉
で
あ
る
。
本
論
で
は
行
論
の
都
合
上
、
二
〇
〇
九
年
十
月
発
表
の
〈M
cG
uire
&
Peter
①
〉
を
同
年
三
月
発
表
の
〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
の
先
に
と
り
あ
げ
て
い
る
が
。
さ
ら
に
不
可
思
議
な
こ
と
が
続
く
。
柴
田
は
「
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
も
岩
野
に
説
法
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
を
「
①
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
で
の
ド
ル
調
達
コ
ス
ト
急
騰
、
②
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
プ
コ
ス
ト
急
騰
、
③
Ｍ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
資
金
調
達
困
難
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
）
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
も
岩
野
自
身
は
柴
田
が
書
評
し
て
い
る
著
書
に
同
じ
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
を
示
し
て
お
こ
う
。
「
金
融
危
機
の
発
生
は
、
こ
の
巨
額
の
ド
ル
流
動
性
不
足
に
端
を
発
す
る
信
用
リ
ス
ク
不
安
が
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
、
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
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プ
市
場
お
よ
び
Ｍ
Ｍ
Ｆ
ｓ
（m
oney
m
arket
funads
）
に
深
刻
な
混
乱
を
導
い
た
か
ら
で
あ
る
」（〈
岩
野
〉
一
一
）。
そ
の
場
合
、
岩
野
は
〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
を
典
拠
と
し
て
書
い
て
い
る
。
柴
田
は
そ
れ
よ
り
も
六
カ
月
後
の
〈M
cG
uire
&
Peter
①
〉
を
典
拠
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
「
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
書
か
れ
て
い
る
〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
を
典
拠
と
し
た
岩
野
に
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
日
本
で
本
格
的
に
紹
介
し
て
き
た
の
は
筆
者
本
人
で
あ
る
。
岩
野
も
そ
う
評
し
て
い
る
。「
二
〇
〇
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
倒
産
に
始
ま
る
金
融
恐
慌
を
説
く
最
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｆ
ｓ
に
注
目
し
、
現
代
銀
行
業
が
持
つ
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
と
、
そ
こ
の
源
を
持
つ
国
際
金
融
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
い
ち
早
く
書
い
た
労
作
」（〈
岩
野
〉
四
四
頁
の
注
二
三
）
と
し
て
拙
著
の
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』（〈
米
倉
二
〇
〇
九
〉
を
挙
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
他
の
専
門
家
も
同
様
に
指
摘
し
て
い
る
。
か
つ
て
東
京
銀
行
で
外
国
為
替
業
務
で
豊
富
な
経
験
を
持
つ
早
川
は
筆
者
の
業
績
に
関
し
、
国
際
金
融
専
門
誌
の
『
国
際
金
融
』
二
〇
一
三
年
十
二
月
号
に
お
い
て
、「
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
調
達
難
の
事
態
を
い
ち
早
く
明
ら
か
に
し
た
の
が
米
倉
茂
氏
に
よ
る
『
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
の
真
相
』、
創
成
社
、
二
〇
〇
八
年
、『
新
型
ド
ル
恐
慌
』、
彩
流
社
、
二
〇
〇
九
年
な
ど
の
著
作
で
あ
る
」（〈
早
川
〉
二
八
）
と
記
し
て
い
る
。
柴
田
の
深
層
心
理
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
が
、
自
身
の
論
点
に
欠
か
せ
な
い
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
業
績
を
な
ぜ
か
柴
田
は
一
切
言
及
し
な
い
。
だ
か
ら
欧
銀
の
ド
ル
流
動
性
不
足
の
状
況
の
本
質
を
見
損
な
う
ネ
メ
シ
ス
の
報
い
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
滑
稽
な
小
話
を
紹
介
し
て
お
く
。
柴
田
は
岩
野
が
典
拠
と
し
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
、
二
〇
〇
九
年
三
月
の
論
文
（〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉）
よ
り
も
十
月
のW
orking
Paper
（〈M
cG
uire
&
Peter
①
〉）
を
参
照
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
こ
の
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
第
1
章
（
岩
野
の
担
当
・
・
・
米
倉
）
で
参
照
さ
れ
て
い
る
B
IS,Q
uarterly
R
eview
,
M
arch
2009
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
者
た
ち
が
二
〇
〇
九
年
十
月
に
発
表
し
た
よ
り
詳
し
いW
orking
Paper
を
参
照
す
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
分
析
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
）
と
し
て
い
る
。
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す
る
と
当
然
、
柴
田
は
こ
の
同
一
著
者
（〈M
cG
uire
&
Peter
②
）
と
二
〇
〇
九
年
十
月
のW
orking
Paper
291
（〈M
cG
uire
&
Peter
①
〉）
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
理
解
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
、「
よ
り
正
確
な
分
析
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
は
書
け
な
い
は
ず
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
柴
田
は
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
な
い
。
そ
う
断
定
す
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、〈
柴
田
①
〉、〈
柴
田
②
〉
の
い
ず
れ
に
も
〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
は
典
拠
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
も
し
読
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、
柴
田
は
「
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
欧
州
の
銀
行
に
限
定
し
て
論
じ
る
自
身
の
視
点
に
は
問
題
が
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
。〈M
cG
uire
&
Peter
②
〉
は
Ｇ
Ｉ
説
が
想
定
視
し
て
い
た
事
態
と
は
正
反
対
の
形
で
国
際
金
融
危
機
（
ド
ル
不
足
危
機
）
が
起
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
柴
田
に
と
っ
て
は
不
都
合
な
真
実
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
柴
田
の
迂
闊
さ
は
精
度
を
高
め
る
。
柴
田
は
自
身
が
参
照
文
献
と
し
て
挙
げ
て
い
な
い
、
さ
ら
に
別
のB
IS.W
oring
Paper
285
の
〈B
aba
&
Packer
〉
は
、
柴
田
が
岩
野
に
参
照
を
勧
め
て
い
た
は
ず
のB
IS
W
orking
Paper
291
の
〈M
cG
uire
&
Peter
①
〉
に
お
い
て
も
重
要
な
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
柴
田
が
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
は
ず
の
論
考
は
、「
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
理
解
に
は
欠
か
せ
な
い
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
柴
田
が
見
の
が
し
て
お
り
、「
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
理
解
に
欠
か
せ
な
い
は
ず
の
〈B
aba
&
Packer
〉
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
Ｆ
Ｘ
市
場
の
動
向
か
ら
「
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
解
明
し
、
こ
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｆ
Ｘ
市
場
に
お
け
る
ド
ル
不
足
現
象
）
を
欧
銀
ば
か
り
で
な
く
米
銀
に
も
広
が
っ
て
い
る
点
に
着
目
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ド
ル
流
動
性
恐
慌
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
点
で
は
欧
州
の
銀
行
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機
関
を
も
巻
き
込
ん
で
お
り
、
だ
か
ら
ド
ル
流
動
性
危
機
は
欧
銀
に
と
ど
ま
ら
な
い
世
界
的
な
危
機
だ
っ
た
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
で
明
白
に
な
っ
た
。
柴
田
が
岩
野
に
典
拠
と
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
説
示
し
て
い
た
肝
心
の
文
献
の
肝
心
な
論
点
を
飲
み
込
め
ず
、
こ
の
文
献
が
参
照
を
指
示
し
て
い
る
別
の
文
献
も
参
照
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
柴
田
の
主
張
に
反
す
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る
内
容
を
展
開
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
そ
れ
を
も
う
少
し
具
体
的
に
み
て
お
く
。
二
〇
〇
八
年
三
月
か
ら
九
月
の
間
に
米
国
の
八
つ
の
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
て
い
る
。
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
、
イ
ン
デ
ィ
マ
ッ
ク
、
フ
ァ
ニ
ー
メ
ー
、
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
、
ワ
コ
ビ
ア
で
あ
る
。
そ
の
内
、
九
月
だ
け
で
も
六
つ
が
破
た
ん
し
て
い
る
。
打
撃
は
米
国
に
限
ら
れ
な
い
。
欧
州
一
〇
カ
国
の
二
〇
以
上
の
欧
州
金
融
機
関
が
二
〇
〇
七
年
七
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
二
月
の
間
に
救
済
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
恐
慌
以
来
最
悪
の
も
の
で
あ
る
。
米
国
や
他
の
政
府
の
介
入
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
さ
ら
に
よ
り
多
く
の
金
融
機
関
が
打
撃
を
受
け
、
打
撃
は
さ
ら
に
大
き
く
持
続
し
た
で
あ
ろ
う
（〈
Ｐ
ａ
ｕ
ｌ
ｓ
ｏ
ｎ
〉
四
三
六
）。
だ
か
ら
欧
銀
の
流
動
性
危
機
を
語
る
た
め
に
は
米
銀
に
も
そ
の
危
機
が
同
時
進
行
し
て
い
た
状
況
を
伝
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
ド
ル
資
金
を
米
銀
に
頼
る
は
ず
の
欧
銀
で
あ
る
が
、
そ
の
頼
る
先
の
米
銀
自
体
も
ド
ル
資
金
繰
り
困
難
に
陥
る
も
の
が
多
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
柴
田
は
自
身
が
岩
野
に
参
照
を
奨
励
し
た
は
ず
の
二
〇
〇
九
年
十
月
のW
orking
Paper
N
o
291
（〈M
cG
uire
&
Peter
①
）
の
肝
心
な
論
点
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
前
回
の
拙
稿
で
取
り
あ
げ
た
田
中
素
香
が
犯
し
た
轍
の
く
り
返
し
と
な
る
（〈
米
倉
二
〇
一
三
〉
②
一
二
三－
一
三
七
）。
で
は
な
ぜ
柴
田
に
は
こ
の
よ
う
な
奇
怪
な
現
象
が
連
出
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
実
は
簡
単
に
説
明
が
つ
く
。
自
身
が
典
拠
と
し
て
い
た
は
ず
のB
etraut&
Pounder
論
文
の
肝
心
な
論
点
を
何
も
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
通
底
す
る
現
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
第
三
章
（〈
米
倉
二
〇
〇
九
〉）
で
展
開
さ
れ
て
い
る
国
際
的
ド
ル
流
動
性
危
機
発
生
の
経
緯
の
記
述
を
参
照
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
拙
著
の
場
合
、
こ
の
欧
銀
を
含
む
世
界
的
ド
ル
流
動
性
危
機
の
発
生
を
三
面
か
ら
説
明
し
て
い
た
。
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
元
本
割
れ
に
伴
う
Ｍ
Ｍ
Ｆ
取
り
付
け
の
事
態
で
欧
銀
は
ド
ル
資
金
調
達
の
困
難
に
直
面
し
た
。
次
に
Ａ
Ｉ
Ｇ
が
発
行
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｓ
が
欧
銀
の
保
有
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｏ
を
保
証
で
き
な
く
な
る
と
欧
州
の
銀
行
も
破
た
ん
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
欧
銀
の
ド
ル
流
動
性
危
機
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
。
ラスト・リゾートなき「最後の貸し手」論のドル・ディレンマ（下）
31
そ
し
て
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
投
資
銀
行
の
レ
ポ
取
引
を
助
長
し
て
い
た
再
担
保
金
融
の
急
激
な
縮
小
は
レ
バ
リ
ッ
ジ
の
急
激
な
解
消
と
な
り
、
そ
の
清
算
の
た
め
に
ド
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
る
。
だ
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｆ
元
本
割
れ
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
Ｃ
Ｄ
Ｓ
保
証
問
題
、
そ
し
て
再
担
保
方
式
の
レ
ポ
取
引
の
急
減
と
い
う
三
面
を
同
時
的
に
語
ら
な
い
と
、
世
界
的
な
ド
ル
流
動
性
危
機
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
何
も
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
不
幸
に
も
柴
田
は
そ
の
点
に
無
頓
着
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
も
簡
単
に
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
国
際
的
ド
ル
取
付
は
柴
田
が
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
た
Ｇ
Ｉ
論
で
は
何
も
説
明
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
、
日
銀
な
ど
も
今
回
の
国
際
的
ド
ル
取
付
は
従
来
の
Ｇ
Ｉ
で
は
説
明
が
で
き
な
い
、
だ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
視
角
転
移
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
柴
田
は
こ
の
よ
う
な
新
た
な
研
究
の
流
れ
を
前
に
し
て
立
ち
往
生
す
る
し
か
な
い
。
旧
来
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」
の
枠
に
し
が
み
つ
き
、
し
か
も
そ
れ
を
糊
塗
す
る
た
め
に
岩
野
の
ド
ル
危
機
説
を
批
評
し
、
か
え
っ
て
深
い
墓
穴
を
掘
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
ⅱ
）
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
の
効
果
を
否
定
そ
れ
と
も
肯
定
？
ー
「
ド
ル
流
動
性
危
機
の
発
生
」
の
中
身
に
暗
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
発
生
を
明
快
に
説
い
て
い
る
書
評
対
象
の
本
を
評
価
み
ら
れ
る
と
お
り
、
柴
田
は
岩
野
の
本
意
を
理
解
し
な
い
か
、
意
図
的
に
ね
じ
曲
げ
て
解
題
す
る
ス
タ
イ
ル
で
終
始
一
貫
し
て
い
た
。
こ
の
両
者
に
お
け
る
ド
ル
流
動
性
危
機
の
認
識
は
正
反
対
な
の
で
あ
る
。
前
者
は
根
拠
な
き
ド
ル
衰
退
願
望
の
観
点
に
あ
り
、
後
者
は
ド
ル
本
位
制
は
終
わ
ら
な
い
と
い
う
認
識
で
終
始
ド
ル
体
制
を
分
析
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
さ
す
が
に
柴
田
も
従
来
の
理
解
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
と
観
念
し
た
よ
う
で
あ
る
。
自
身
と
は
正
反
対
の
理
解
を
し
て
い
る
岩
野
の
著
書
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
、
ド
ル
危
機
が
発
生
せ
ず
、
ド
ル
流
動
性
危
機
が
発
生
し
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
ド
ル
流
動
性
危
機
が
佐賀大学経済論集 第47巻第2号
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食
い
止
め
ら
れ
た
の
か
明
快
に
説
明
さ
れ
て
い
る
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
）
と
書
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
お
け
ば
反
論
を
受
け
る
際
の
免
罪
符
に
な
る
と
で
も
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
？
そ
う
で
な
い
と
と
て
も
書
け
な
い
書
評
で
あ
る
。
実
際
、
岩
野
は
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
の
効
果
を
最
後
の
貸
し
手
機
能
の
一
環
と
し
て
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
が
、
柴
田
は
こ
れ
に
難
癖
を
つ
け
て
い
る
。
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
典
拠
と
し
て
い
る
文
献
と
は
対
極
の
理
解
に
た
ち
な
が
ら
。
柴
田
は
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
の
効
果
に
つ
い
て
留
保
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
「
ド
ル
流
動
性
危
機
」
を
「
ス
ワ
ッ
プ
協
定
の
拡
大
に
よ
っ
て
緩
和
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
」（〈
柴
田
①
〉
九
）
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
同
じ
頁
で
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
、「
08
年
9
月
末
ー
10
月
半
ば
に
」、「
主
要
通
貨
の
対
ド
ル
3
カ
月
も
の
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
プ
・
ス
プ
レ
ッ
ド
は
預
金
金
利
ベ
ー
ス
で
は
正
常
化
し
た
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
ベ
ー
ス
で
は
正
常
化
し
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
に
よ
っ
てA
llen
&
M
oessner
を
典
拠
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
典
拠
と
さ
れ
る
二
人
は
「
正
常
化
し
て
い
な
い
」
理
由
を
ス
ワ
ッ
プ
以
外
の
事
情
に
求
め
て
い
る
。
正
常
化
に
至
っ
て
い
な
い
の
は
、「
し
か
し
な
が
ら
、
短
期
金
融
市
場
の
混
乱
と
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
金
利
の
決
め
方
（defining
）
の
問
題
が
引
き
続
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
事
情
の
た
め
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
ス
ワ
ッ
プ
効
果
拡
大
の
限
界
の
話
を
し
て
い
る
の
で
な
く
、
短
期
金
融
市
場
を
と
り
ま
く
環
境
の
問
題
点
に
言
及
し
図14 ドル・スワップによるドル流動性供給残高（2008年第1四半期～2009年第3四半期）
単位10億ドル
（出典）〈Allen &Moessner〉55，Graph12．1より
ラスト・リゾートなき「最後の貸し手」論のドル・ディレンマ（下）
33
て
い
る
の
で
あ
る
（〈A
llen
&
M
oessner
〉
五
四
）。
さ
ら
に
い
え
ば
、
別
の
箇
所
（〈A
llen
&
M
oessner
〉
五
四
）
で
次
の
と
お
り
指
摘
し
て
い
る
（
な
ぜ
か
柴
田
は
言
及
し
て
い
な
い
）。
ス
ワ
ッ
プ
が
二
〇
〇
九
年
半
ば
に
は
二
〇
〇
八
年
下
旬
の
ピ
ー
ク
よ
り
も
か
な
り
減
少
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
図
13
）。
ス
ワ
ッ
プ
を
引
き
出
す
必
要
性
が
急
減
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
市
場
の
状
況
が
安
定
し
始
め
、
中
央
銀
行
の
支
援
の
必
要
性
が
減
少
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
一
方
、
二
〇
〇
九
年
九
月
末
に
も
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
の
Ｆ
ｅ
ｄ
の
ス
ワ
ッ
プ
・
ラ
イ
ン
が
四
三
七
億
ド
ル
と
か
な
り
の
額
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
ド
ル
流
動
性
需
要
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
、
英
国
の
銀
行
の
ド
ル
流
動
性
需
要
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
同
じ
欧
州
で
も
英
国
と
ユ
ー
ロ
圏
で
は
対
照
的
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
柴
田
の
理
解
の
問
題
点
の
締
め
く
く
り
と
し
よ
う
。
柴
田
が
典
拠
と
し
て
い
るA
llen
&
M
oessner
の
主
張
は
、
柴
田
に
よ
る
紹
介
内
容
と
は
大
き
く
ず
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
柴
田
と
異
な
り
、
ス
ワ
ッ
プ
の
効
果
を
最
終
的
に
は
肯
定
し
て
い
る
。
そ
の
点
を
確
認
し
て
み
よ
う
。A
llen
&
M
oessner
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
ス
ワ
ッ
プ
の
目
的
は
大
体
達
成
し
た
と
い
う
。
ド
ル
流
動
性
逼
迫
を
緩
和
し
、
外
為
市
場
の
緊
張
も
緩
和
し
た
。
も
し
Ｆ
ｅ
ｄ
が
実
際
と
は
ち
が
っ
た
行
動
を
し
て
い
れ
ば
、
世
界
的
金
融
不
安
定
性
は
は
る
か
に
深
刻
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
不
況
も
は
る
か
に
深
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ス
ワ
ッ
プ
に
よ
る
資
金
供
給
の
ス
ワ
ッ
プ
枠
上
限
も
危
機
が
深
ま
る
に
応
じ
て
迅
速
に
機
動
的
に
次
第
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
特
に
リ
ー
マ
ン
破
た
ん
以
降
が
そ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
ス
ワ
ッ
プ
で
Ｆ
ｅ
ｄ
は
損
失
を
受
け
て
い
な
い
。
Ｆ
ｅ
ｄ
の
行
為
で
ド
ル
の
魅
力
（
貿
易
と
投
資
通
貨
と
し
て
の
）
は
高
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（〈A
llen
&
M
oessner
〉
七
五
）。
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
の
柴
田
に
は
不
都
合
な
話
で
あ
る
。
こ
のA
llen
&
M
oessner
は
別
の
箇
所
で
も
、
ス
ワ
ッ
プ
が
急
減
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
ス
ワ
ッ
プ
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
。
ス
ワ
ッ
プ
が
減
少
し
た
こ
と
は
、
ド
ル
需
給
ひ
っ
迫
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
市
場
を
安
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定
さ
せ
る
と
い
う
ス
ワ
ッ
プ
の
目
的
は
大
体
達
成
し
た
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
（〈A
llen
&
M
oessner
〉
六
〇
）。
と
ま
れ
典
拠
と
は
正
反
対
の
解
釈
を
披
瀝
す
る
柴
田
の
手
法
は
、A
llen
&
M
oessner
解
釈
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
岩
野
、B
etraut
&
Pounder,E
ichengreen
の
解
釈
で
も
お
馴
染
み
だ
っ
た
こ
と
も
再
度
、
銘
記
し
て
お
く
の
も
無
駄
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
第
八
節
「
最
後
の
貸
し
手
」
論
に
関
す
る
六
〇
代
の
手
習
い
（
ⅰ
）
量
的
緩
和
策
は
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
⁉
―
―
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
も
知
ら
ず
、
量
的
金
融
緩
和
策
と
「
最
後
の
貸
し
手
」
の
区
別
も
つ
か
な
い
「
最
後
の
貸
し
手
』
説
柴
田
の
書
評
の
ス
タ
イ
ル
は
異
様
で
あ
る
。
著
者
本
人
が
主
張
し
て
い
な
い
こ
と
を
典
拠
な
く
主
張
し
て
い
る
と
誤
読
す
る
。
著
者
が
す
で
に
書
い
て
い
る
こ
と
を
、
あ
た
か
も
著
者
が
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
ね
つ
造
し
、
そ
れ
を
垂
訓
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
ま
た
自
身
が
書
評
対
象
の
著
者
に
参
照
を
勧
め
て
い
る
文
献
の
内
容
を
実
は
理
解
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
な
の
で
学
問
的
拠
り
所
も
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
。
実
は
柴
田
は
「
最
後
の
貸
し
手
」
と
は
何
た
る
か
を
何
も
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
節
で
は
「
最
後
の
貸
し
手
」（
以
下
、
Ｌ
Ｌ
Ｒ
と
略
記
）
に
つ
い
て
柴
田
に
六
〇
代
の
手
習
い
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
す
る
。
柴
田
は
金
融
危
機
発
生
以
降
、「
非
伝
統
的
政
策
に
よ
り
膨
張
し
た
Ｆ
ｅ
ｄ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
健
全
化＝
出
口
戦
略
の
困
難
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
）
と
い
う
主
張
と
し
て
岩
野
の
本
に
納
め
ら
れ
て
い
る
関
村
正
悟
論
文
を
挙
げ
、
そ
の
主
張
を
、「
Ｆ
ｅ
ｄ
の
救
済
融
資
を
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
最
後
の
貸
し
手
』
原
理
を
逸
脱
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
、
傍
点
は
米
倉
が
付
す
）
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
岩
野
説
と
こ
の
関
村
の
理
解
は
違
う
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
岩
野
と
関
村
の
「
こ
の
両
者
の
見
解
の
相
違
に
関
し
て
評
者
は
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後
者
に
賛
成
を
示
し
た
い
」（
同
上
）
と
し
て
評
者
と
し
て
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
で
は
そ
の
理
由
と
や
ら
を
み
て
お
こ
う
。「
そ
の
理
由
は
、
膨
張
し
た
Ｆ
ｅ
ｄ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
縮
小
の
兆
し
は
一
向
に
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
異
常
事
態
を
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
最
後
の
貸
し
手
」
の
原
理
と
同
一
で
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
」
そ
う
で
あ
る
（〈
柴
田
③
〉
八
九
）。
ど
う
や
ら
柴
田
に
よ
れ
ば
、
岩
野
は
Ｆ
ｅ
ｄ
の
量
的
緩
和
策
を
「
最
後
の
貸
し
手
」
の
原
理
と
同
一
で
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
岩
野
を
誤
解
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
岩
野
の
主
張
ば
か
り
か
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
を
柴
田
が
何
も
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
派
生
し
て
い
る
産
物
に
す
ぎ
な
い
。
柴
田
は
岩
野
が
「
世
界
的
金
融
危
機
を
救
っ
た
Ｆ
ｅ
ｄ
の
ス
ワ
ッ
プ
協
定
に
よ
る
ド
ル
貸
付
、
そ
し
て
自
国
ア
メ
リ
カ
金
融
機
関
救
済
の
資
金
供
給
を
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
で
説
い
た
『
最
後
の
貸
し
手
』
と
原
理
的
に
同
一
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
」（〈
柴
田
③
〉
八
九
、
傍
点
は
米
倉
が
付
す
）
と
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
柴
田
は
三
点
、
過
ち
を
犯
し
て
い
る
。
ま
ず
、
Ｆ
ｅ
ｄ
に
よ
る
「
自
国
ア
メ
リ
カ
金
融
機
関
救
済
の
資
金
供
給
」
を
「
Ｆ
ｅ
ｄ
の
ス
ワ
ッ
プ
協
定
に
よ
る
ド
ル
貸
付
」
と
同
一
の
「
Ｆ
ｅ
ｄ
の
救
済
融
資
」
と
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
岩
野
に
お
い
て
は
「
Ｆ
ｅ
ｄ
の
救
済
融
資
」
は
Ｆ
ｅ
ｄ
単
独
の
も
の
で
な
く
財
務
省
と
連
係
し
て
い
る
事
態
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
こ
の
時
の
Ｆ
ｅ
ｄ
の
資
金
供
給
を
そ
れ
以
降
の
量
的
緩
和
策
の
資
金
供
給
と
混
同
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
体
、
岩
野
の
著
書
の
ど
こ
に
最
後
の
貸
し
手
機
能
と
量
的
緩
和
を
同
一
視
し
て
い
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
そ
も
そ
も
岩
野
は
量
的
緩
和
の
話
は
何
も
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
岩
野
が
量
的
緩
和
に
よ
る
Ｆ
ｅ
ｄ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
膨
張
を
「『
最
後
の
貸
し
手
」
の
原
理
と
同
一
で
考
え
る
」
は
ず
も
な
い
。
で
は
こ
の
柴
田
の
理
解
に
関
す
る
三
点
を
順
番
に
解
説
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
Ｆ
ｅ
ｄ
に
よ
る
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
は
、
柴
田
が
云
々
す
る
「
Ｆ
ｅ
ｄ
の
救
済
融
資
」
と
は
似
て
非
な
る
こ
と
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
の
基
本
は
安
全
な
担
保
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を
見
返
り
と
す
る
流
動
性
供
給
で
あ
り
、
短
期
の
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
支
払
能
力
は
あ
る
が
一
時
的
に
流
動
性
不
足
に
陥
る
金
融
機
関
に
資
金
供
給
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
救
済
融
資
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
を
中
央
銀
行
に
よ
る
「
救
済
融
資
」
と
理
解
す
る
の
は
お
そ
ら
く
柴
田
だ
け
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
金
融
機
関
を
救
済
す
る
義
務
は
な
い
。
そ
れ
は
財
務
省
に
あ
る
。
金
融
安
定
の
最
終
的
責
務
は
財
務
省
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
そ
の
点
は
後
で
Ｆ
ｅ
ｄ
副
議
長
コ
ー
ン
の
解
説
で
明
ら
か
に
す
る
）。
つ
ま
り
柴
田
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
も
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
中
央
銀
行
論
に
詳
し
い
武
田
哲
夫
は
二
〇
〇
三
年
以
前
の
例
と
し
て
最
後
の
貸
し
手
の
機
能
の
発
動
の
例
を
英
米
日
の
例
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
も
、
政
府
と
の
連
携
を
語
っ
て
い
る（〈
武
田
〉
一
六－
二
四
））。
さ
ら
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
自
身
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
自
体
を
越
え
た
中
央
銀
行
の
役
割
に
も
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
ニ
ッ
ク
時
に
中
央
銀
行
が
資
金
供
給
す
る
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
手
段
と
方
法
で
貸
し
付
け
る
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
二
五
年
恐
慌
の
時
、
英
国
の
中
央
銀
行
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
株
券
を
担
保
に
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
（〈B
agehot
〉
五
二
）。
リ
ス
ク
資
産
を
担
保
と
し
な
い
の
が
最
後
の
貸
し
手
の
原
理
で
あ
る
は
ず
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
株
式
担
保
貸
出
行
為
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
を
越
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
政
府
に
承
認
を
得
る
前
に
法
定
限
度
を
超
え
た
通
貨
発
行
を
敢
行
し
て
い
る
。
銀
行
界
を
支
え
る
と
い
う
責
務
か
ら
尻
込
み
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
（〈B
agehot
〉
一
五
八
）。
実
際
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
一
八
六
六
年
の
金
融
恐
慌
の
時
、
貸
出
の
際
に
準
備
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
な
っ
た
が
、
そ
の
時
、
政
府
が
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
そ
の
よ
う
な
大
胆
な
大
き
な
貸
出
を
し
な
け
れ
ば
、
銀
行
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
預
金
を
引
き
上
げ
て
い
た
だ
ろ
う
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
判
断
し
て
い
る
（〈B
agehot
一
八
二
）。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
最
後
の
貸
し
手
の
機
能
を
果
た
す
場
合
、
政
府
が
背
後
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
高
利
禁
止
法
が
あ
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
適
用
を
除
外
し
て
高
金
利
（
五
％
）
で
貸
し
出
し
た
が
、
そ
れ
に
は
政
府
の
承
認
が
あ
っ
た
（〈H
aw
trey
〉
訳
三－
四
頁
）。
パ
ニ
ッ
ク
を
鎮
静
さ
せ
る
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
法
律
の
枠
を
超
え
て
流
動
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性
を
供
給
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
教
科
書
的
な
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
の
域
を
超
え
て
い
る
。
パ
ニ
ッ
ク
を
鎮
静
す
る
の
が
最
後
の
貸
し
手
の
役
割
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
狭
い
意
味
で
の
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
を
超
え
る
こ
と
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
る
。
中
央
銀
行
は
経
済
と
金
融
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
た
め
に
、
市
場
へ
即
座
に
快
く
流
動
性
を
供
給
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
代
的
な
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
の
基
本
な
の
で
あ
る
。
懲
罰
的
な
高
金
利
貸
出
を
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
を
最
後
の
貸
し
手
と
結
び
付
け
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
元
祖
と
さ
れ
る
バ
ジ
ョ
ッ
ト
自
身
は
the
lender
oflastresort
と
い
う
用
語
は
使
っ
て
い
な
い
。the
lastlending
house
、
あ
る
い
は
、the
ultim
ate
banking
reserve
of
a
country
（〈B
agehot
〉
五
三
）
と
い
う
表
現
を
用
い
、
金
融
市
場
が
正
常
な
時
、
中
央
銀
行
は
多
く
の
貸
し
手
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
パ
ニ
ッ
ク
の
時
はthe
sole
lender
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（〈B
agehot
〉
一
九
六
）。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
Ｌ
Ｌ
Ｒ
の
役
割
を
は
た
す
場
合
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
貸
出
金
利
は
高
い
罰
則
金
利
で
貸
し
出
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
良
質
な
担
保
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
（〈B
agehot
〉
一
八
七－
八
）。
さ
ら
に
い
え
ば
Ｌ
Ｌ
Ｒ
の
元
祖
は
実
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
で
は
な
い
。
最
後
の
貸
し
手
の
概
念
を
打
ち
出
し
た
の
は
ソ
ー
ン
ト
ン
で
あ
る
。
金
融
市
場
が
驚
愕
し
て
い
る
時
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
割
引
業
務
を
拡
大
す
る
。
今
ま
で
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
。
そ
う
す
れ
ば
恐
怖
の
破
局
は
同
行
の
寛
容
性
で
回
避
で
き
る
。
そ
し
て
銀
行
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
に
何
時
で
も
変
え
ら
れ
る
資
産
を
多
く
保
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
す
れ
ば
銀
行
も
驚
愕
を
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
（〈T
hornton
〉
一
八
八
）。
中
央
銀
行
か
ら
貸
出
を
受
け
る
場
合
、
銀
行
は
流
動
的
な
資
産
を
差
し
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
場
合
も
Ｌ
Ｌ
Ｒ
は
政
府
と
中
央
銀
行
の
連
携
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
金
融
パ
ニ
ッ
ク
の
抑
制
の
た
め
に
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
破
た
ん
以
降
、
財
務
省
は
金
融
市
場
安
定
化
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
た
。
同
行
破
た
ん
事
件
直
後
の
九
月
十
九
日
に
発
表
さ
れ
た
Ｍ
Ｍ
Ｆ
投
資
家
に
対
す
る
暫
定
的
保
証
や
、
銀
行
が
抱
え
る
不
良
資
産
を
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
取
り
除
く
た
め
の
不
良
資
産
救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
財
務
省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
連
動
し
て
Ｆ
ｅ
ｄ
が
融
資
す
る
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分
は
た
し
か
に
「
救
済
融
資
」
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
関
連
融
資
に
出
る
損
失
は
財
務
省
が
負
う
。
Ｆ
ｅ
ｄ
が
「
救
済
融
資
」
す
る
の
は
財
務
省
の
損
失
保
証
が
あ
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
財
務
省
が
Ｍ
Ｍ
Ｆ
に
元
本
保
証
し
た
か
ら
こ
そ
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
Ｍ
Ｍ
Ｆ
が
保
有
す
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
扱
い
の
担
保
と
し
て
銀
行
に
低
利
融
資
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
両
組
織
の
金
融
危
機
対
策
の
流
れ
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。
リ
ー
マ
ン
破
た
ん
事
件
が
あ
っ
た
数
日
後
の
九
月
十
九
日
、
米
国
財
務
省
は
Ｍ
Ｍ
Ｆ
投
資
家
に
対
す
る
暫
定
的
保
証
を
発
表
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
銀
行
が
抱
え
る
不
良
資
産
を
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
取
り
除
く
た
め
の
不
良
資
産
救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
表
し
て
い
る
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）。
そ
れ
ま
で
は
政
府
は
金
融
機
関
に
資
本
注
入
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
九
月
二
十
九
日
に
上
院
で
否
決
さ
れ
た
が
、
十
月
三
日
に
修
正
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
株
価
急
落
も
あ
り
、
議
会
も
金
融
危
機
対
策
上
、
金
融
機
関
に
公
的
資
金
を
投
入
す
る
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
財
務
省
は
金
融
機
関
か
ら
資
産
と
株
式
を
購
入
で
き
る
権
限
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
上
限
は
七
〇
〇
〇
億
ド
ル
、〈B
arnanke
〉
訳
一
七
五
）。
こ
の
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
導
入
は
従
来
の
Ｆ
ｅ
ｄ
の
役
割
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
。
こ
れ
を
前
英
国
首
相
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
次
の
よ
う
に
形
容
し
て
い
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
そ
れ
ま
で
は
「
最
後
の
貸
し
手
」
で
あ
っ
た
が
、「
唯
一
の
拠
り
所
と
な
る
貸
し
手
」（lender
ofonly
resort
）
と
な
り
、
こ
の
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
導
入
の
後
、
つ
い
に
「
最
後
の
拠
り
所
と
な
る
買
い
手
」（buyer
of
last
resort
）
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
（〈B
row
n
〉
一
四
四
）。
十
月
十
四
日
に
は
先
に
承
認
さ
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
基
金
の
二
五
〇
〇
億
ド
ル
ま
で
を
銀
行
の
資
本
注
入
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
、
九
つ
の
銀
行
が
こ
の
公
的
資
本
注
入
に
同
意
し
た
。
十
月
二
十
一
日
に
は
Ｆ
ｅ
ｄ
が
Ｍ
Ｍ
Ｆ
か
ら
短
期
債
券
を
購
入
す
る
資
金
を
融
通
す
る
た
め
にM
oney
M
arket
Investor
F
unding
F
acility
の
創
設
を
発
表
し
て
い
る
。
十
一
月
十
二
日
に
は
Ｔ
Ａ
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Ｒ
Ｐ
を
消
費
者
信
用
に
も
配
分
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
一
月
二
十
三
日
に
は
米
国
政
府
は
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
に
三
〇
六
〇
億
ド
ル
の
ロ
ー
ン
と
証
券
を
保
護
す
る
こ
と
、
ま
た
、
優
先
株
式
発
行
と
引
き
換
え
に
二
七
〇
億
ド
ル
を
注
入
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
十
一
月
二
十
五
日
に
Ｆ
ｅ
ｄ
は
消
費
者
信
用
は
小
企
業
ロ
ー
ン
を
担
保
と
す
る
証
券
化
商
品
に
対
す
る
ロ
ー
ン
を
拡
大
す
る
た
め
に
二
〇
〇
〇
億
ド
ル
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
創
設
を
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
最
大
五
〇
〇
〇
億
ド
ル
ま
で
、
フ
ァ
ニ
ー
メ
ー
、
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
な
ど
の
機
関
債
が
発
行
す
る
債
券
と
不
動
産
担
保
証
券
を
購
入
す
る
た
め
に
用
い
る
と
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
（B
IS,Q
R
.D
ecem
ber
2008,p.3
）。
以
上
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
行
動
は
財
務
省
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
し
に
は
お
よ
そ
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
果
た
し
て
柴
田
は
自
身
の
論
考
の
ど
こ
で
両
組
織
の
連
動
性
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
し
か
も
、
金
融
不
安
を
抑
え
る
た
め
に
困
難
に
陥
っ
て
い
る
機
関
へ
の
貸
出
の
信
用
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
か
否
か
の
判
断
を
下
す
権
限
は
中
央
銀
行
で
な
く
財
務
省
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
柴
田
が
Ｆ
ｅ
ｄ
の
最
後
の
貸
し
手
の
機
能
と
誤
解
し
て
い
る
「
救
済
融
資
」
の
最
終
的
判
断
は
財
務
省
に
託
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
に
よ
る
融
資
の
場
合
、
政
府
が
損
失
責
任
を
負
う
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
柴
田
が
リ
ー
マ
ン
破
た
ん
直
後
に
お
け
る
米
国
の
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
係
関
係
の
基
本
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
単
独
で
は
「
救
済
融
資
」
は
し
な
い
こ
と
に
理
解
が
及
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
Ｌ
Ｌ
Ｒ
を
語
る
場
合
、
柴
田
は
金
融
危
機
対
策
に
お
け
る
政
府
と
中
央
銀
行
の
関
係
の
イ
ロ
ハ
も
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ラ
ド
ク
ス
に
な
る
が
、
究
極
の
最
後
の
貸
し
手
は
中
央
銀
行
が
果
た
す
も
の
で
な
い
。
公
衆
か
ら
借
り
た
り
課
税
で
き
る
財
政
当
局
の
能
力
で
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
（〈Jonung
〉
二
五
六
）。さて
第
三
に
、
柴
田
が
金
融
危
機
時
に
お
け
る
Ｆ
ｅ
ｄ
の
資
金
供
給
を
量
的
緩
和
策
に
よ
る
資
金
供
給
と
混
同
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
量
的
緩
和
は
二
〇
〇
八
年
十
二
月
か
ら
、
不
動
産
担
保
証
券
購
入
で
始
ま
り
、
後
に
購
入
が
国
債
を
含
む
よ
う
に
な
っ
た
。
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そ
し
て
二
〇
一
二
年
九
月
に
は
量
的
緩
和
策
の
第
三
弾
（
Ｑ
Ｅ
3
）
が
導
入
さ
れ
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
長
期
証
券
を
毎
月
八
五
〇
億
ド
ル
ず
つ
購
入
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
市
場
へ
大
量
に
資
金
を
供
給
し
て
金
利
を
低
位
に
保
ち
、
資
産
価
格
の
下
落
を
抑
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
一
五
年
半
ば
ま
で
延
長
す
る
意
向
も
表
明
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
最
近
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
二
日
に
量
的
緩
和
Ｑ
Ｅ
3
を
「
今
後
数
回
の
会
合
で
縮
小
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
表
明
し
、
六
月
十
九
日
に
は
「
年
内
に
購
入
ペ
ー
ス
を
緩
め
て
い
く
こ
と
が
適
切
」「
来
年
半
ば
に
は
購
入
を
完
了
さ
せ
た
い
」
と
市
場
に
打
診
し
て
い
た
。
な
お
、
バ
ー
ナ
ン
キ
は
量
的
緩
和
と
い
う
表
現
は
好
ま
ず
、
大
規
模
資
産
購
入
（
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
と
呼
ん
で
い
る
（〈B
arnanke
〉
訳
一
九
一
）。
以
上
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
量
的
緩
和
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
。
み
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
の
量
的
緩
和
政
策
は
岩
野
が
最
後
の
貸
し
手
機
能
の
主
題
と
し
て
言
及
し
て
い
る
ス
ワ
ッ
プ
操
作
と
は
明
ら
か
に
性
格
が
異
な
る
。
こ
の
後
者
は
図
15
の
通
り
、
二
〇
〇
八
年
末
か
ら
急
減
し
て
い
る
。
た
だ
、
二
〇
一
一
年
末
に
か
け
て
増
大
し
て
い
る
の
は
ユ
ー
ロ
・
ソ
ブ
リ
ン
危
機
に
対
応
し
た
欧
州
向
け
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
の
発
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
図15 アメリカ中央銀行よる量的緩和政策の推移を示す Fed のバランスシート
（2007年～2011年）
（出典）〈Barnake〉（訳）193頁、図4・5より。資産の内容は源資料を見ているので、必ずしも訳文に従っ
ていない。
＊従来型の分には2008年11月28日の財務省保有分もある。それらは同日以降不変
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Ｌ
Ｌ
Ｒ
は
字
の
示
す
と
お
り
、
あ
く
ま
で
も
緊
急
措
置
で
あ
り
、
長
期
間
続
く
量
的
緩
和
政
策
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
関
村
自
身
も
こ
の
量
的
緩
和
を
最
後
の
貸
し
手
機
能
と
比
較
し
て
論
じ
て
は
い
な
い
。
関
村
が
懸
念
材
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
Ｆ
ｅ
ｄ
の
量
的
緩
和
策
か
ら
予
想
さ
れ
る
効
果
の
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
後
の
貸
し
手
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
金
融
危
機
発
生
時
の
緊
急
時
の
資
金
供
給
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
実
際
問
題
、
関
村
は
Ｆ
ｅ
ｄ
の
量
的
緩
和
策
に
よ
る
資
金
供
給
が
「
Ｆ
Ｒ
Ｂ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
悪
化
と
国
債
増
発
に
よ
る
財
政
赤
字
の
拡
大＝
イ
ン
フ
レ
期
待
の
上
昇＝
ド
ル
減
価
」（〈
関
村
〉
一
六
三
）
に
つ
な
が
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、「
最
後
の
貸
し
手
」
の
話
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
だ
か
ら
金
融
危
機
時
の
資
金
供
給
を
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
原
理
と
同
じ
と
す
る
岩
野
と
、「
最
後
の
貸
し
手
」
で
な
く
量
的
緩
和
の
効
果
の
是
非
を
論
じ
て
い
る
関
村
の
話
は
比
較
し
よ
う
が
な
い
。
ま
た
関
村
が
Ｆ
ｅ
ｄ
の
量
的
緩
和
策
を
「
Ｆ
ｅ
ｄ
の
救
済
融
資
」
と
し
て
い
る
記
述
は
ど
こ
に
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
量
的
緩
和
に
関
す
る
関
村
の
記
述
を
「
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
最
後
の
貸
し
手
』
原
理
を
逸
脱
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
」
と
理
解
さ
れ
て
一
番
、
当
惑
す
る
の
は
関
村
自
身
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
岩
野
が
こ
の
量
的
緩
和
政
策
を
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
と
し
て
論
じ
て
い
る
箇
所
は
岩
野
の
著
書
の
ど
の
頁
に
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
岩
野
は
量
的
緩
和
策
に
つ
い
て
は
特
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
と
も
柴
田
は
眼
光
紙
背
を
射
る
離
れ
業
で
も
発
揮
し
よ
う
と
い
う
の
か
？
岩
野
は
「
最
期
の
貸
し
手
」
の
機
能
を
基
本
的
に
は
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
元
本
割
れ
問
題
に
限
定
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
救
済
融
資
」
を
Ｆ
ｅ
ｄ
の
最
期
の
貸
し
手
と
す
る
柴
田
と
は
全
く
異
な
っ
た
理
解
な
の
で
あ
る
。
（
ⅱ
）
Ｆ
ｅ
ｄ
副
議
長
コ
ー
ン
に
よ
る
金
融
危
機
対
策
に
Ｆ
ｅ
ｄ
と
財
務
省
の
関
係
の
解
題
で
は
最
後
に
「
最
後
の
貸
し
手
」
の
理
解
を
再
整
理
す
べ
く
、
Ｆ
ｅ
ｄ
副
総
裁
に
よ
る
二
十
一
世
紀
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
の
話
を
確
認
し
て
お
く
。
柴
田
に
は
「
最
後
の
貸
し
手
」
の
機
能
を
実
は
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
付
言
す
る
た
め
に
。
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そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
あ
ら
か
じ
め
柴
田
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
論
の
問
題
点
を
簡
単
に
指
摘
し
て
お
く
。
第
一
に
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
最
後
の
貸
し
手
機
能
を
「
救
済
融
資
」
と
混
同
。
第
二
、
国
際
的
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
と
「
救
済
融
資
」
の
区
別
も
つ
か
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
金
融
危
機
対
策
に
お
け
る
中
央
銀
行
と
政
府
財
務
省
の
連
携
手
順
に
暗
い
こ
と
。
そ
も
そ
も
柴
田
論
文
の
①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
も
そ
の
連
携
に
言
及
し
た
こ
と
が
な
い
。
実
に
驚
く
べ
き
理
解
で
あ
る
。
そ
の
淵
源
を
た
ど
る
の
も
簡
単
で
あ
る
。
柴
田
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
金
融
当
局
（
財
務
省
と
中
央
銀
行
）
が
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
じ
た
の
か
、
あ
る
い
は
両
者
の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
実
は
五
里
霧
中
な
の
で
あ
る
。
読
者
は
ま
さ
か
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
大
恐
慌
の
研
究
者
が
こ
の
大
恐
慌
に
匹
敵
す
る
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
世
界
的
金
融
危
機
の
実
態
に
暗
い
ま
ま
ド
ル
流
動
性
恐
慌
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
と
は
‼
で
は
「
ま
さ
か
」
と
思
う
読
者
は
柴
田
の
①
、
②
、
③
の
論
考
を
た
め
つ
す
が
め
つ
眺
め
て
み
る
と
よ
い
。
そ
こ
で
は
米
国
財
務
省
の
話
は
一
言
も
出
て
こ
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
財
務
省
と
中
央
銀
行
の
連
係
を
抜
き
に
し
て
金
融
危
機
対
策
は
語
れ
な
い
。
実
際
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
お
い
て
財
務
省
と
中
央
銀
行
の
連
係
は
従
来
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
緊
密
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
柴
田
は
こ
の
点
も
何
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
こ
れ
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
の
現
代
に
お
い
て
Ｌ
Ｌ
Ｒ
機
能
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
い
る
の
か
、
何
も
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
柴
田
は
Ｆ
ｅ
ｄ
副
議
長
コ
ー
ン
の
二
〇
〇
九
年
十
月
講
演
も
読
み
違
え
て
い
た
。
実
は
こ
の
コ
ー
ン
は
二
〇
一
〇
年
五
月
の
オ
タ
ワ
講
演
（〈K
ohn
二
〇
一
〇
〉）
に
お
い
て
、
金
融
危
機
に
お
け
る
中
央
銀
行
と
政
府
財
務
省
の
関
係
の
深
化
を
回
顧
し
、
そ
れ
が
金
融
市
場
の
構
造
変
化
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
柴
田
が
こ
の
講
演
集
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
お
け
ば
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
い
わ
ゆ
る
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
を
「
救
済
融
資
」
と
し
た
り
、
量
的
緩
和
と
取
り
違
え
る
よ
う
な
初
歩
的
誤
解
に
は
ま
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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で
は
そ
の
コ
ー
ン
の
講
演
録
の
中
身
を
紹
介
し
て
お
く
。
柴
田
と
は
正
反
対
の
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
中
銀
は
健
全
な
預
金
機
関
へ
流
動
性
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
供
給
す
る
。
し
か
し
危
機
の
時
、
金
融
市
場
を
支
え
る
た
め
に
、
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
機
関
へ
流
動
性
を
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
Ｆ
ｅ
ｄ
フ
ァ
ン
ド
レ
ー
ト
と
割
引
率
の
幅
を
減
ら
し
、
銀
行
へ
の
ロ
ー
ン
の
期
間
も
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
か
ら
九
〇
日
に
ま
で
延
長
し
た
。
ま
た
、
Ｆ
ｅ
ｄ
に
割
引
便
宜
を
求
め
る
の
は
自
行
の
資
金
繰
り
の
窮
状
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
汚
点
」
の
怖
れ
を
な
く
す
た
め
に
、
言
い
換
え
れ
ば
、
銀
行
が
割
り
引
き
借
入
を
い
や
が
ら
な
い
よ
う
、
入
札
を
通
じ
て
割
り
引
き
便
宜
を
供
給
し
た
。
そ
し
て
他
の
中
央
銀
行
へ
も
ド
ル
を
供
給
し
た
。
ド
ル
流
動
性
供
給
の
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
米
国
の
マ
ネ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
圧
迫
を
緩
和
し
た
。
し
か
し
、
銀
行
だ
け
へ
の
貸
出
だ
け
で
は
短
期
市
場
の
き
び
し
い
緊
張
の
緩
和
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
わ
か
り
、
重
要
な
ノ
ン
バ
ン
ク
市
場
参
加
者
の
資
金
繰
り
需
要
に
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
証
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
、
証
券
化
ロ
ー
ン
の
購
入
を
含
む
他
の
短
期
資
金
調
達
市
場
の
利
用
者
も
ふ
く
ま
れ
る
。
見
ら
れ
る
と
お
り
、
二
十
一
世
紀
の
中
央
銀
行
の
機
能
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
時
代
の
そ
れ
か
ら
大
き
く
は
み
出
し
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
従
来
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
の
枠
内
に
お
さ
ま
ら
な
い
対
応
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
？
そ
れ
を
コ
ー
ン
副
議
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
金
融
市
場
は
こ
の
数
十
年
間
に
急
速
に
進
化
し
、
投
資
家
と
借
り
手
の
仲
介
業
務
は
預
金
を
受
け
い
れ
て
貸
し
出
す
銀
行
か
ら
、
証
券
市
場
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
金
融
危
機
の
中
心
は
預
金
銀
行
で
な
く
、
証
券
化
負
債
を
保
有
す
る
金
融
機
関
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
み
ら
れ
る
と
お
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｒ
は
金
融
危
機
の
時
の
資
金
供
給
で
あ
り
、
量
的
緩
和
の
話
で
は
な
い
。
ま
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
時
代
の
そ
れ
と
比
べ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
の
対
象
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
（
ⅲ
）
証
券
化
業
務
の
進
化
に
応
じ
て
広
が
る
最
後
の
貸
し
手
の
範
囲
コ
ー
ン
Ｆ
ｅ
ｄ
副
議
長
は
金
融
の
仲
介
業
務
が
証
券
市
場
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
事
情
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
シ
フ
ト
の
特
長
は
、
佐賀大学経済論集 第47巻第2号
44
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
へ
残
る
は
ず
の
ロ
ー
ン
が
証
券
に
転
換
さ
れ
て
世
界
の
市
場
の
投
資
家
に
売
ら
れ
る
こ
と
に
あ
り
、
信
用
リ
ス
ク
は
銀
行
か
ら
転
移
す
る
。
こ
の
証
券
化
は
信
用
リ
ス
ク
の
転
移
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
が
、
し
か
し
信
用
リ
ス
ク
は
消
え
な
い
ま
ま
に
あ
る
。
リ
ス
ク
は
証
券
化
市
場
や
影
の
銀
行
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
機
関
へ
と
転
移
さ
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
信
用
リ
ス
ク
が
銀
行
本
体
か
ら
転
移
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
場
側
は
こ
れ
を
リ
ス
ク
解
消
と
勘
違
い
し
て
し
ま
っ
た
。
市
場
参
加
者
や
規
制
当
局
が
完
全
に
は
理
解
し
て
い
な
い
リ
ス
ク
が
銀
行
組
織
外
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ク
が
証
券
化
市
場
の
崩
壊
に
よ
り
銀
行
本
体
へ
と
回
帰
し
、
史
上
空
前
の
金
融
危
機
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
Ｆ
ｅ
ｄ
副
議
長
コ
ー
ン
に
よ
る
証
券
業
務
の
拡
大
の
重
大
な
帰
結
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
（〈K
ohn
二
〇
一
〇
〉）。
銀
行
が
ロ
ー
ン
を
貸
し
出
し
た
時
、
そ
し
て
こ
れ
を
帳
簿
に
保
持
し
て
い
る
場
合
、
誰
が
損
失
を
受
け
た
の
か
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
し
か
し
ロ
ー
ン
の
証
券
化
の
場
合
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
を
通
じ
、
何
度
も
証
券
化
さ
れ
て
世
界
中
に
売
り
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
、
内
包
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
把
握
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
高
い
負
債
の
レ
バ
リ
ッ
ジ
率
が
か
か
っ
て
い
る
信
用
の
鎖
が
幾
重
に
も
連
な
っ
て
お
り
、
こ
の
信
用
連
鎖
か
ら
遠
ざ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
証
券
を
支
え
て
い
る
は
ず
の
原
資
産
の
評
価
は
ま
す
ま
す
不
明
に
な
る
。
ス
テ
ル
ス
爆
撃
機
で
な
い
が
、
リ
ス
ク
が
ス
テ
ル
ス
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
世
界
的
低
金
利
傾
向
の
中
で
投
資
家
は
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
に
幻
惑
さ
れ
、
内
包
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
目
が
向
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
投
資
家
は
自
身
に
さ
え
理
解
で
き
な
い
金
融
商
品
の
購
入
に
不
安
を
感
じ
る
時
が
や
っ
て
く
る
。
突
然
、
買
わ
な
く
な
る
の
で
あ
る
（〈
米
倉
二
〇
〇
八
〉
六
四－
六
五
）。
と
こ
ろ
で
こ
の
リ
ス
ク
概
念
を
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
の
が
二
〇
一
一
年
十
月
に
退
任
し
た
ト
リ
シ
ェ
前
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
で
あ
る
。
証
券
化
業
務
の
特
長
を
以
下
の
と
お
り
、
実
に
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。「
危
機
の
源
泉
と
な
っ
た
の
は
、
主
に
、
伝
統
的
な
銀
行
業
務
か
ら
遊
離
し
た
金
融
機
関
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
機
関
は
収
益
の
源
泉
を
金
利
以
外
へ
、
資
金
調
達
を
預
金
以
外
へ
と
依
存
を
高
め
て
し
ま
っ
た
」。
そ
の
場
合
、
信
用
リ
ス
ク
は
次
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
く
。「
リ
ス
ク
は
束
ね
て
、
分
割
し
、
こ
れ
を
再
度
、
売
る
た
め
に
再
び
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束
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ス
ク
管
理
は
困
難
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
情
報
が
投
資
家
に
は
伝
わ
ら
な
く
な
り
、
透
明
性
の
な
い
金
融
組
成
物
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
」。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
証
券
化
業
務
で
は
、
短
期
的
利
益
の
獲
得
が
優
先
さ
れ
、
リ
ス
ク
は
ま
す
ま
す
軽
視
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
利
益
を
短
期
に
求
め
る
こ
と
。
短
期
的
に
か
な
り
の
収
益
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
は
基
に
な
る
リ
ス
ク
の
杜
撰
な
管
理
に
直
結
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
（〈T
richet
〉）。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
り
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
流
動
性
供
給
先
は
銀
行
に
と
ど
め
る
わ
け
に
い
か
な
く
な
っ
た
。
ノ
ン
バ
ン
ク
と
銀
行
が
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
以
上
、
ノ
ン
バ
ン
ク
に
も
流
動
性
を
供
給
す
る
径
路
を
設
け
な
け
れ
ば
銀
行
本
体
に
も
リ
ス
ク
が
及
ぶ
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
面
で
み
れ
ば
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
ノ
ン
バ
ン
ク
に
対
す
る
貸
出
行
為
は
革
新
的
で
あ
り
、
前
代
未
聞
で
あ
っ
た
が
、
法
的
に
は
問
題
は
な
か
っ
た
。
Ｆ
ｅ
ｄ
が
ノ
ン
バ
ン
ク
に
貸
し
出
す
こ
と
は
連
銀
法
で
き
ち
ん
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
異
例
の
差
し
迫
っ
た
（exigent
）
の
状
況
で
は
」
Ｆ
ｅ
ｄ
は
個
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
企
業
に
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
貸
出
行
動
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
金
融
危
機
に
対
処
す
る
伝
統
に
輝
く
中
央
銀
行
貸
出
原
理
で
あ
る
。
よ
い
担
保
が
あ
れ
ば
早
急
に
ふ
ん
だ
ん
に
懲
罰
的
金
利
で
貸
し
出
す
こ
と
で
あ
る
。
中
央
銀
行
は
そ
れ
が
で
き
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。
中
央
銀
行
は
普
段
は
多
く
の
種
類
の
担
保
を
受
け
入
れ
て
商
業
銀
行
へ
貸
し
出
す
。
ま
た
こ
の
基
礎
と
な
る
担
保
を
評
価
で
き
る
。
そ
れ
が
恐
慌
の
時
に
な
る
と
、
市
場
の
機
能
は
著
し
く
損
な
わ
れ
る
。
投
資
家
は
最
も
安
全
で
流
動
性
の
あ
る
資
産
に
逃
避
す
る
。
こ
れ
で
流
動
性
が
欠
乏
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
健
全
な
資
産
を
持
つ
健
全
は
銀
行
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
金
融
機
関
や
他
に
も
資
金
繰
り
圧
力
が
起
こ
る
。
そ
こ
で
非
流
動
的
な
資
産
も
担
保
と
し
て
受
け
入
れ
て
支
払
い
能
力
の
あ
る
機
関
へ
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
中
央
銀
行
は
こ
の
よ
う
な
資
産
の
流
動
性
リ
ス
ク
を
引
き
取
る
。
そ
の
リ
ス
ク
と
は
、
こ
の
資
産
は
直
近
で
は
投
げ
売
り
の
価
格
で
し
か
売
れ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
で
あ
る
。
中
央
銀
行
が
パ
ニ
ッ
ク
の
時
に
民
間
部
門
の
資
金
仲
介
機
能
を
代
替
す
る
能
力
は
無
限
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
中
央
銀
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行
だ
け
が
準
備
を
創
出
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
中
央
銀
行
は
こ
の
便
宜
を
市
場
が
混
乱
し
て
い
る
時
に
、
魅
力
的
な
価
格
で
提
供
し
、
市
場
機
能
が
改
善
す
る
時
は
回
復
し
た
価
格
で
市
場
に
売
り
出
し
て
資
金
を
回
収
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
貸
出
対
象
と
い
っ
て
も
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
最
後
の
貸
し
手
機
能
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
、
否
中
央
銀
行
の
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
貸
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
る
。
金
融
安
定
を
優
先
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
確
認
す
べ
き
重
要
な
こ
と
は
、
良
質
な
担
保
に
対
す
る
貸
付
（
支
払
能
力
の
あ
る
機
関
に
対
す
る
）
は
金
融
市
場
に
対
し
て
流
動
性
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
り
、
資
本
を
供
給
す
る
こ
と
で
な
い
。
こ
の
流
動
性
供
給
と
資
本
供
給
に
は
明
確
な
線
引
き
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
金
融
危
機
を
緩
和
す
る
こ
と
は
資
産
価
格
の
劣
化
、
そ
れ
故
に
資
本
の
劣
化
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
央
銀
行
は
直
接
資
本
を
供
給
す
る
機
関
に
な
ら
な
い
。
資
本
注
入
に
よ
り
金
融
安
定
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
場
合
、
そ
れ
は
財
政
の
機
能
の
こ
と
で
あ
り
、
金
融
政
策
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
責
務
の
分
担
は
金
融
危
機
の
時
、
厄
介
な
こ
と
を
も
た
ら
す
。
証
券
化
市
場
は
流
動
性
資
金
繰
り
の
欠
如
と
裏
付
け
と
な
る
資
産
の
価
値
の
懸
念
で
損
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
責
務
の
分
担
ば
か
り
を
唱
え
て
い
て
も
仕
方
な
い
。
だ
か
ら
証
券
化
市
場
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
財
務
省
と
協
働
し
、
資
産
担
保
証
券
貸
出
便
宜
（T
A
LF
:
the
T
erm
A
sset-B
acked
Securities
Loan
F
aicility
）
を
設
け
た
。
こ
の
場
合
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
流
動
性
を
供
給
し
、
大
蔵
省
は
信
用
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
。
リ
ス
ク
は
財
務
省
が
引
き
受
け
る
と
い
う
確
約
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
や
Ａ
Ｉ
Ｇ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
機
関
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
貸
し
付
け
た
と
き
に
生
じ
得
る
損
失
の
危
険
は
財
務
省
が
引
き
受
け
る
と
い
う
財
務
省
の
明
確
な
支
援
の
も
と
に
Ｆ
ｅ
ｄ
は
貸
し
出
し
た
（
こ
の
よ
う
な
例
を
柴
田
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
Ｌ
Ｌ
Ｒ
原
理
の
背
後
に
あ
る
も
の
と
し
て
解
説
す
べ
き
で
あ
っ
た
）。
そ
し
て
、
金
融
不
安
を
抑
え
る
た
め
に
、
困
難
に
陥
っ
て
い
る
機
関
へ
の
貸
出
の
信
用
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
か
否
か
の
判
断
す
る
権
限
は
中
央
銀
行
で
な
く
財
務
省
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
柴
田
が
Ｆ
ｅ
ｄ
の
最
後
の
貸
し
手
の
機
能
と
誤
解
し
て
い
る
「
救
済
融
資
」
の
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最
終
的
判
断
は
財
務
省
に
託
さ
れ
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
に
よ
る
融
資
の
場
合
、
政
府
が
損
失
責
任
を
負
う
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
ら
れ
る
（〈K
ohn
二
〇
一
〇
〉）。
こ
の
よ
う
に
Ｆ
ｅ
ｄ
副
議
長
の
コ
ー
ン
は
中
央
銀
行
の
最
後
の
貸
し
手
機
能
の
線
引
き
が
金
融
危
機
の
時
に
は
困
難
に
な
る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
の
貸
し
手
機
能
を
遂
行
し
な
い
と
金
融
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
す
る
と
い
う
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
救
済
融
資
」
と
い
う
柴
田
的
な
皮
相
な
理
解
か
ら
隔
絶
し
た
話
な
の
で
あ
る
。
（
ⅳ
）
中
央
銀
行
が
最
後
の
貸
し
手
と
し
て
緊
急
融
資
す
る
場
合
に
守
る
べ
き
原
則
中
央
銀
行
は
資
産
と
債
務
か
ら
構
成
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
い
て
、
資
産
が
債
務
を
上
回
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
自
己
資
本
で
倒
産
の
危
機
か
ら
守
る
の
で
あ
る
が
、
中
央
銀
行
が
無
制
限
の
緊
急
ロ
ー
ン
を
行
う
場
合
、
そ
の
損
失
を
吸
収
す
る
力
に
は
限
り
が
あ
る
。
だ
か
ら
中
央
銀
行
は
市
場
へ
流
動
性
を
供
給
す
る
場
合
、
自
己
資
本
を
守
る
た
め
に
リ
ス
ク
の
分
担
を
は
か
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
八
年
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
へ
資
金
を
求
め
た
時
、
こ
の
支
払
い
不
能
に
な
っ
た
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
汚
染
に
よ
る
金
融
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
恐
れ
た
Ｆ
ｅ
ｄ
で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
に
資
金
供
給
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
一
六
の
国
内
外
の
有
力
な
銀
行
と
投
資
銀
行
の
金
融
機
関
に
三
五
億
ド
ル
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
供
給
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
こ
の
お
金
で
同
社
は
買
い
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
納
税
者
の
カ
ネ
は
支
出
さ
れ
て
い
な
い
。
危
機
対
策
の
会
合
の
時
に
用
意
さ
れ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
コ
ー
ヒ
ー
代
以
外
は
（〈H
einsohn
&
Steiger
〉
二
二
〇
ー
二
二
一
、〈G
reenspan
〉
一
九
四
）。
秩
序
だ
っ
た
方
法
で
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
が
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
の
ヘ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
銀
行
の
破
た
ん
の
時
も
中
央
銀
行
は
で
き
る
だ
け
救
済
の
金
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
連
銀
はLiquidity
C
onsortium
B
ank
を
組
織
し
た
。
資
本
は
二
七
億
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
で
、
ド
イ
ツ
連
銀
は
三
〇
％
を
拠
出
し
、
一
三
六
の
商
業
銀
行
（
現
在
の
数
で
）
は
残
り
七
〇
％
を
拠
出
し
た
。
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一
九
九
五
年
の
ベ
ア
リ
ン
グ
商
会
の
破
た
ん
の
場
合
も
同
様
の
措
置
で
あ
る
。
同
年
二
月
二
十
五
日
、
ベ
ア
リ
ン
グ
商
会
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
部
門
の
損
失
が
六
・
二
五
億
ポ
ン
ド
と
な
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
援
助
を
求
め
た
。
同
行
は
直
ち
に
四
〇
の
英
国
と
国
際
的
銀
行
へ
ベ
ア
リ
ン
グ
の
損
失
を
埋
め
る
よ
う
救
済
資
金
を
編
成
し
よ
う
と
し
た
。
ブ
ル
ネ
イ
の
ス
ル
タ
ン
は
ベ
ア
リ
ン
グ
の
顧
客
で
あ
り
、
世
界
で
最
大
の
金
持
ち
で
あ
り
、
三
億
ド
ル
を
出
そ
う
と
し
た
が
、
後
に
撤
回
し
た
。
申
し
出
が
ブ
ル
ネ
イ
の
ス
ル
タ
ン
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
の
銀
行
は
そ
の
よ
う
な
救
済
は
株
主
に
説
明
が
つ
か
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
救
済
資
金
を
出
さ
な
か
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
自
身
の
金
を
出
す
こ
と
は
自
分
で
は
負
い
き
れ
な
い
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
救
済
資
金
は
出
さ
ず
、
ベ
ア
リ
ン
グ
を
破
た
ん
さ
せ
た
（〈H
einsohn
&
Steiger
〉
二
二
五
）。
こ
の
同
じ
ベ
ア
リ
ン
グ
は
一
八
九
〇
年
の
場
合
は
助
か
っ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
バ
ン
ク
と
大
手
株
式
銀
行
と
協
働
し
同
社
の
補
償
に
出
て
金
融
危
機
を
救
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
同
行
に
損
失
が
で
た
場
合
は
政
府
が
対
応
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
た
（〈Sayers
〉
三
、（
訳
）
四
）
二
〇
〇
一
年
九
・
一
一
事
件
の
時
は
さ
す
が
に
複
雑
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
は
担
保
資
産
を
吟
味
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
担
保
の
価
値
が
ロ
ー
ン
の
額
を
超
え
る
よ
う
に
し
た
。
損
失
が
出
た
時
に
そ
れ
を
使
っ
て
損
失
を
埋
め
合
わ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
普
段
、
週
当
た
り
の
割
引
額
は
二
億
ド
ル
程
度
だ
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
は
流
動
性
を
求
め
る
銀
行
の
資
金
需
要
が
殺
到
し
、
一
日
で
四
六
二
・
五
億
ド
ル
の
資
金
の
要
求
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
三
八
二
・
五
億
ド
ル
を
貸
し
た
。
こ
の
場
合
、
損
失
を
自
己
資
本
で
背
負
い
込
む
の
は
も
ち
ろ
ん
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
だ
が
、
最
悪
の
場
合
に
は
、
財
務
省
が
税
金
で
損
失
を
賄
う
の
で
あ
る
。
中
央
銀
行
が
最
後
の
貸
し
手
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
財
務
省
は
最
終
防
衛
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
（〈H
einsohn
&
Steiger
〉
二
二
二
）。
さ
ら
に
Ｆ
ｅ
ｄ
は
二
〇
〇
一
年
九
・
一
一
事
件
の
時
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
一
時
的
な
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
自
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国
の
金
融
機
関
が
ド
ル
債
務
を
履
行
で
き
る
よ
う
便
宜
を
図
り
、
世
界
的
支
払
い
が
滞
ら
な
い
よ
う
防
衛
処
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
五
〇
〇
億
ド
ル
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の
供
給
を
受
け
、
そ
の
内
の
二
三
五
億
ド
ル
を
引
き
出
し
た
が
、
三
日
で
返
済
し
た（〈
Ｆ
Ｒ
Ｂ
〉
五
六
）。
こ
の
場
合
、
損
失
が
発
生
し
た
時
は
も
ち
ろ
ん
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
負
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
同
じ
九
・
一
一
危
機
の
時
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
共
に
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
る
一
一
カ
国
の
ユ
ー
ロ
圏
中
央
銀
行
は
、
一
つ
の
需
要
も
拒
否
す
る
こ
と
な
く
、
一
日
で
一
〇
九
八
億
ユ
ー
ロ
も
流
動
性
を
供
給
し
て
い
る
。
も
し
、
国
単
位
で
一
国
の
中
央
銀
行
が
損
し
た
時
、
誰
が
救
う
の
か
？
そ
の
場
合
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
一
一
の
中
央
銀
行
の
内
の
大
き
な
銀
行
の
一
つ
な
の
か
？
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
欧
州
委
員
な
の
か
、
ユ
ー
ロ
各
国
の
財
務
省
の
一
つ
か
、
そ
れ
と
も
複
数
の
財
務
省
な
の
か
？
こ
の
よ
う
な
問
題
は
提
起
も
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
答
え
も
出
な
か
っ
た
。
す
べ
て
は
幸
運
に
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
（〈H
einsohn
&
Steiger
〉
二
二
二
）。
最
後
の
貸
し
手
に
該
当
す
る
よ
う
な
機
能
を
発
揮
す
る
場
合
、
直
接
の
負
担
は
中
央
銀
行
で
あ
る
が
、
事
と
次
第
で
は
財
務
省
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
貸
し
手
は
中
央
銀
行
で
あ
っ
た
も
、
究
極
の
最
後
の
貸
し
手
は
国
家
・
財
務
省
な
の
で
あ
る
。
（
ⅴ
）
Ｆ
ｅ
ｄ
の
バ
ラ
ン
ス
ー
シ
ー
ト
の
状
態
を
見
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
「
質
的
低
下
」
を
語
る
ド
ル
衰
退
願
望
論
者
は
た
し
て
柴
田
は
Ｆ
ｅ
ｄ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
念
頭
に
お
い
て
Ｆ
ｅ
ｄ
の
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
悪
化
」（〈
柴
田
②
〉
十
三
）
を
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
最
後
の
貸
し
手
の
原
則
と
は
優
良
な
資
産
に
し
か
流
動
性
供
給
し
な
い
。
そ
の
原
則
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
金
融
危
機
以
降
、
大
き
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
事
情
を
柴
田
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
？
二
〇
〇
八
年
金
融
危
機
の
時
、
米
国
財
務
省
は
多
く
の
株
式
投
資
を
し
た
が
、
二
〇
一
三
年
七
月
の
時
点
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
へ
の
出
資
で
五
〇
億
ド
ル
の
利
益
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
Ｂ
Ｏ
Ａ
に
対
す
る
出
資
で
は
四
五
億
ド
ル
の
利
益
を
得
て
い
る
。
財
務
省
は
七
〇
〇
以
上
の
銀
行
へ
合
計
二
四
五
〇
億
ド
ル
を
注
入
し
た
が
こ
れ
ら
は
完
全
に
回
収
し
て
い
る
。
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
で
投
資
し
た
額
よ
り
以
上
の
も
の
を
取
り
返
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
自
動
車
産
業
出
資
の
分
の
現
金
収
益
の
見
込
み
は
薄
い
。
こ
れ
は
財
務
省
の
話
で
あ
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
の
場
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合
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
の
資
産
を
二
〇
〇
八
年
三
月
に
三
〇
〇
億
ド
ル
購
入
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
六
六
億
の
利
益
を
挙
げ
て
い
る
。
実
に
二
〇
％
以
上
の
リ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
に
対
す
る
ロ
ー
ン
と
資
産
購
入
に
お
い
て
も
、
一
七
七
億
ド
ル
の
利
益
を
財
務
省
に
も
た
ら
し
て
い
る
（
Ｆ
Ｔ
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
三
、
Ｗ
Ｓ
Ｊ
、
二
〇
一
二
年
四
月
二
十
五
日
、
六
月
十
五
日
、
九
月
十
、
十
一
日
）。
た
し
か
に
柴
田
が
云
々
す
る
と
お
り
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
資
産
規
模
が
膨
張
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
量
的
緩
和
策
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
最
後
の
貸
し
手
機
能
が
発
揮
さ
れ
た
時
の
金
融
危
機
発
生
時
の
資
金
供
給
は
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る（
図
15
）。
そ
の
最
後
の
貸
し
手
に
伴
う
資
金
供
給
も
大
半
は
回
収
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｆ
ｅ
ｄ
は
大
き
な
利
益
を
挙
げ
、
財
務
省
に
そ
れ
を
収
め
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
は
七
九
三
億
ド
ル
、
二
〇
一
一
年
は
七
六
九
億
ド
ル
の
利
益
を
米
国
財
務
省
に
納
め
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
は
三
〇
〇
億
ド
ル
未
満
、
〇
八
年
は
三
〇
〇
億
ド
ル
を
少
し
超
え
る
程
度
だ
っ
た
が
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
国
債
、
機
関
債
、
ま
た
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
、
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
と
い
う
政
府
経
営
の
不
動
産
担
保
金
融
会
社
の
金
利
か
ら
多
く
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
（W
SJ,Jan.11,2012
）。
柴
田
は
Ｆ
ｅ
ｄ
が
大
き
な
利
益
を
上
げ
、
そ
れ
を
財
務
省
に
国
庫
納
付
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
は
一
切
触
れ
な
い
で
、
Ｆ
ｅ
ｄ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
悪
化
を
語
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
二
年
四
月
の
時
点
で
も
次
の
通
り
、
ご
託
宣
を
垂
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
10
月
26
日
の
時
点
の
Ｆ
ｅ
ｄ
の
Ｂ
Ｓ
に
関
し
、「
保
有
資
産
の
量
的
拡
大
と
質
的
低
下
は
明
ら
か
で
あ
り
、『
最
後
の
貸
し
手
』
機
能
は
肥
大
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
」（〈
柴
田
②
〉
一
三
）。
こ
れ
は
さ
す
が
に
ま
ず
い
だ
ろ
う
。
実
は
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
と
は
何
で
あ
る
か
も
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
柴
田
に
は
、
バ
ー
ナ
ン
キ
が
大
学
生
向
け
に
行
っ
た
講
演
録
を
参
照
し
て
も
ら
お
う
。
そ
の
講
演
録
で
バ
ー
ナ
ン
キ
は
「
保
有
資
産
の
量
的
拡
大
と
質
的
低
下
」
の
話
は
何
も
し
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
Ａ
Ｉ
Ｇ
に
八
五
〇
億
ド
ル
貸
し
付
け
た
が
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
は
後
に
利
子
を
付
け
て
返
済
し
た
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
に
緊
急
ラスト・リゾートなき「最後の貸し手」論のドル・ディレンマ（下）
51
の
流
動
性
援
助
を
実
行
し
て
同
社
の
倒
産
を
防
い
だ
の
で
あ
る
。
財
務
省
は
Ａ
Ｉ
Ｇ
に
出
資
し
た
が
、
こ
の
出
資
を
大
半
回
収
し
て
い
る
（〈B
arnanke
〉
訳
一
三
五
、
一
五
七－
一
五
八
）。
ま
さ
か
バ
ー
ナ
ン
キ
は
か
の
偽
装
会
計
で
大
問
題
に
な
っ
た
エ
ン
ロ
ン
の
幹
部
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
柴
田
の
疑
念
が
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
講
演
で
バ
ー
ナ
ン
キ
は
念
を
お
し
て
い
る
。
パ
ニ
ッ
ク
を
鎮
め
る
た
め
の
措
置
は
最
後
の
貸
し
手
機
能
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
な
い
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
支
払
い
不
能
な
企
業
に
資
本
を
注
入
で
き
な
い
。
今
回
の
場
合
、
問
題
と
な
っ
た
の
は
銀
行
や
預
金
者
で
な
か
っ
た
。
証
券
会
社
と
レ
ポ
市
場
、
あ
る
い
は
Ｍ
Ｍ
Ｆ
と
Ｃ
Ｐ
市
場
で
問
題
が
起
き
た
が
、
こ
れ
は
財
務
省
の
資
金
が
な
け
れ
ば
鎮
静
は
不
可
能
な
話
だ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
十
月
三
日
に
成
立
し
た
緊
急
経
済
安
定
化
法
に
よ
り
、
財
務
省
は
金
融
機
関
か
ら
資
産
と
株
式
を
購
入
で
き
る
権
限
を
得
た
の
で
あ
り
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
金
額
上
限
は
七
〇
〇
〇
億
ド
ル
）（〈B
arnanke
〉
訳
一
七
五
）、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
財
務
省
と
の
連
繋
ぬ
き
に
は
金
融
危
機
対
策
は
打
ち
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
第
九
節
六
〇
代
の
手
習
い
第
二
弾
…
…
再
履
修
を
迫
ら
れ
る
大
学
院
時
代
の
景
気
循
環
論
演
習
（
ⅰ
）
指
導
教
員
の
国
際
資
本
移
動
論
を
学
べ
な
い
不
肖
の
弟
子
柴
田
が
読
ん
で
お
く
文
献
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
Ｆ
ｅ
ｄ
の
資
産
膨
張
の
状
況
を
次
の
と
お
り
評
し
て
い
る
。「
と
こ
ろ
で
世
界
へ
の
ド
ル
供
給
で
Ｆ
Ｒ
Ｂ
保
有
の
資
産
が
劣
化
し
、
ド
ル
は
将
来
、
信
認
を
落
と
す
と
い
う
解
説
が
ま
こ
と
し
や
か
に
流
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
中
央
銀
行
が
保
有
資
産
を
膨
張
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
央
銀
行
の
財
務
の
健
全
性
と
通
貨
に
対
す
る
信
認
の
点
で
問
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
一
人
ド
ル
だ
け
の
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」。
こ
れ
は
二
〇
〇
九
年
十
一
月
公
刊
の
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
の
記
述
で
あ
る
（〈
米
倉
二
〇
〇
九
〉
五
五
）。
他
の
中
央
銀
行
も
Ｆ
ｅ
ｄ
と
同
様
、
資
産
は
急
増
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
半
ば
の
時
点
、
資
産
の
膨
張
率
で
い
え
ば
英
国
の
中
央
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銀
行
の
方
が
高
か
っ
た
。
も
し
資
産
膨
張
に
よ
る
中
央
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
悪
化
が
あ
る
と
す
れ
ば
先
進
国
の
中
央
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
す
べ
て
悪
化
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
柴
田
は
こ
の
拙
著
を
読
ん
で
お
く
べ
き
だ
っ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
柴
田
が
読
ん
で
理
解
し
て
お
く
べ
き
文
献
が
あ
る
。
柴
田
の
大
学
院
時
代
の
指
導
教
員
の
侘
美
光
彦
の
『
国
際
通
貨
体
制
』
（
一
九
七
六
年
）
で
あ
る
。
侘
美
は
国
際
資
本
移
動
の
実
態
は
ネ
ッ
ト
で
な
く
グ
ロ
ス
で
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
を
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
柴
田
は
師
匠
が
力
説
し
て
や
ま
な
い
点
を
二
十
一
世
紀
に
国
際
金
融
危
機
の
分
析
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
？
こ
こ
で
も
柴
田
は
六
〇
代
の
手
習
い
を
迫
ら
れ
る
。
侘
美
は
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
、
国
際
金
融
研
究
に
は
び
こ
る
陋
習
か
ら
脱
却
し
て
い
た
。
国
際
取
引
に
お
い
て
主
要
を
な
す
の
は
経
常
勘
定
取
引
で
あ
り
資
本
勘
定
は
主
要
項
目
の
貿
易
収
支
の
補
完
項
目
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
古
い
観
念
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
っ
た
。
国
際
取
引
に
お
い
て
は
経
常
取
引
を
資
本
取
引
が
圧
倒
的
に
凌
駕
し
て
い
る
国
際
金
本
位
制
の
実
状
に
着
目
で
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
資
本
移
動
を
年
単
位
や
四
半
期
単
位
の
ネ
ッ
ト
で
み
る
と
、
資
本
勘
定
は
主
要
項
目
の
貿
易
収
支
の
補
完
項
目
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
錯
覚
に
陥
り
や
す
い
。
し
か
し
、
景
気
変
動
に
お
い
て
資
本
勘
定
は
グ
ロ
ス
で
は
激
し
く
流
出
入
が
あ
り
、
そ
の
絶
対
量
は
経
常
取
引
に
と
も
な
う
資
金
移
動
を
圧
倒
し
て
い
る
。
こ
の
金
融
取
引
に
基
づ
く
激
し
い
資
本
移
動
を
体
現
し
て
い
た
の
が
戦
前
の
国
際
金
本
位
制
に
お
け
る
国
際
金
移
動
で
あ
る
と
侘
美
は
喝
破
し
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
以
前
の
国
際
金
本
位
制
を
主
導
す
る
英
国
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
に
お
け
る
国
際
短
期
資
金
移
動
の
実
態
を
克
明
に
分
析
し
た
成
果
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
柴
田
と
と
も
に
お
さ
ら
い
し
て
み
よ
う
。
第
一
次
大
戦
以
前
の
国
際
金
本
位
制
に
お
い
て
基
軸
通
貨
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
ポ
ン
ド
為
替
の
場
合
、
貿
易
金
融
の
た
め
の
商
業
手
形
よ
り
も
短
期
資
本
の
移
動
の
た
め
の
金
融
手
形
の
ポ
ン
ド
為
替
手
形
の
振
り
出
し
が
多
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
宛
て
に
振
り
出
さ
れ
る
ポ
ン
ド
為
替
手
形
は
多
角
貿
易
の
経
常
取
引
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
（
商
業
手
形
）、
短
期
資
本
輸
出
の
た
め
に
振
り
出
さ
れ
て
い
た
（
金
融
手
形
）。
金
融
手
形
は
景
気
の
動
向
に
応
じ
た
各
国
間
の
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金
利
格
差
の
変
動
に
敏
感
に
反
応
し
て
振
り
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
振
り
出
し
の
変
動
が
ポ
ン
ド
相
場
の
決
定
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
英
国
に
よ
る
国
際
短
期
信
用
供
与
は
貿
易
金
融
の
量
や
長
期
資
本
輸
出
の
量
を
こ
え
る
ほ
ど
巨
額
の
も
の
で
あ
っ
た
（〈
侘
美
一
九
七
六
〉
五
〇－
五
二
、
八
八
―
八
九
、
一
〇
二
）。
短
期
資
本
移
動
に
よ
る
金
融
手
形
が
貿
易
関
係
に
よ
る
商
業
手
形
を
凌
駕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
ポ
ン
ド
相
場
の
主
な
変
動
要
因
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
常
収
支
の
動
向
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
国
際
短
期
資
金
移
動
に
あ
っ
た
。
特
に
ポ
ン
ド
相
場
が
一
時
的
に
激
変
す
る
の
は
、
経
常
収
支
勘
定
よ
り
も
短
期
資
金
の
急
激
な
移
動
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（〈
侘
美
一
九
七
六
〉
二
一
八
）。
こ
の
時
期
の
国
際
短
資
移
動
は
、
国
際
収
支
調
整
項
目
と
い
う
限
界
的
な
役
割
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
国
際
的
な
景
気
変
動
に
敏
感
に
反
応
し
、
貿
易
収
支
の
変
動
に
も
重
要
な
調
整
機
能
を
発
揮
し
、
景
気
循
環
を
調
整
す
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
（〈
侘
美
一
九
七
六
〉
二
二
二
、
三
一
四
）。
ま
さ
に
侘
美
は
Ｇ
Ｉ
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
第
一
次
大
戦
前
の
国
際
通
貨
体
制
を
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
の
視
点
に
し
か
立
て
な
い
柴
田
は
侘
美
の
壮
大
な
構
想
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
？
英
国
金
本
位
制
の
場
合
、
金
準
備
は
一
国
の
信
用
機
構
と
軸
点
に
位
置
し
、
金
の
対
外
移
動
を
通
じ
た
金
準
備
の
増
減
は
他
国
の
景
気
循
環
と
の
連
動
関
係
を
示
し
て
お
り
（〈
侘
美
一
九
七
六
〉
二
一
五
）、
単
に
国
際
収
支
調
整
項
目
の
機
能
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
特
に
国
際
金
本
位
制
に
お
け
る
金
移
動
は
国
際
収
支
悪
化
に
よ
る
為
替
相
場
の
下
落
で
金
流
出
が
生
じ
る
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
金
移
動
を
目
的
と
し
た
対
外
金
融
取
引
が
行
わ
れ
、
金
流
出
を
引
き
起
こ
す
為
替
相
場
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
英
国
の
金
利
が
安
く
米
国
の
金
利
が
高
騰
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
米
国
で
資
金
が
逼
迫
し
て
い
る
場
合
、
英
国
で
資
金
を
調
達
し
米
国
に
送
金
す
れ
ば
確
実
に
利
鞘
が
得
ら
れ
る
場
合
、
ド
ル
為
替
を
調
達
す
る
の
か
そ
れ
と
も
ロ
ン
ド
ン
で
金
を
調
達
し
こ
れ
を
米
国
に
送
っ
て
ド
ル
に
換
え
る
の
か
、
い
ず
れ
の
コ
ス
ト
が
割
安
な
の
か
計
算
さ
れ
る
。
こ
れ
は
国
際
収
支
、
特
に
経
常
収
支
バ
ラ
ン
ス
と
は
全
く
関
係
の
な
い
、
資
本
移
動
で
金
移
動
が
生
じ
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
（〈
侘
美
一
九
七
六
〉
二
一
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九
、
二
二
一－
二
二
二
）。
金
移
動
に
体
現
さ
れ
る
国
債
短
期
資
金
移
動
は
国
際
収
支
調
整
役
と
い
う
受
身
的
な
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
国
際
的
景
気
変
動
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
し
て
景
気
変
動
を
増
幅
さ
せ
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
景
気
循
環
の
調
整
役
と
い
う
積
極
的
効
果
を
発
揮
し
て
お
り
、
こ
の
金
移
動
に
よ
る
国
際
景
気
循
環
の
調
整
を
通
じ
て
各
国
間
の
国
際
収
支
不
均
衡
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
調
整
す
る
機
能
を
も
担
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
至
っ
た
侘
美
は
既
存
の
金
本
位
制
の
観
念
を
理
路
整
然
と
批
判
す
る
。
巷
の
金
本
位
制
は
多
少
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
の
「
物
価
・
正
貨
流
出
入
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
よ
れ
ば
、
国
際
金
本
位
制
の
下
で
は
金
の
移
動
を
通
じ
各
国
の
国
際
収
支
の
均
衡
が
維
持
さ
れ
る
。
金
が
流
出
す
れ
ば
そ
の
国
の
貨
幣
供
給
量
が
減
少
し
て
物
価
が
低
下
し
て
競
争
力
を
回
復
し
、
金
の
流
入
国
は
物
価
水
準
が
上
昇
し
て
競
争
力
を
失
い
、
金
の
流
出
入
を
通
じ
各
国
の
国
際
競
争
力
は
平
準
化
す
る
自
動
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
金
本
位
制
下
の
国
際
収
支
調
整
論
に
よ
れ
ば
、
あ
る
国
の
貿
易
な
ど
経
常
収
支
赤
字
が
膨
ら
む
と
そ
の
国
の
通
貨
は
金
輸
出
点
に
達
し
為
替
決
済
よ
り
も
金
決
済
の
方
が
有
利
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
景
気
が
下
落
し
て
物
価
が
下
が
り
競
争
力
が
再
び
回
復
し
て
貿
易
な
ど
の
経
常
収
支
は
好
転
し
、
そ
の
国
の
通
貨
は
金
輸
入
点
に
達
し
金
が
流
入
し
て
再
び
物
価
が
上
昇
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
侘
美
を
継
承
し
て
い
る
は
ず
の
柴
田
が
は
ま
っ
て
い
る
Ｇ
Ｉ
説＝
経
常
収
支
不
均
衡
説
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
金
移
動
は
実
際
の
国
際
金
本
位
制
の
も
と
で
は
決
し
て
起
き
た
こ
と
は
な
い
。
金
移
動
は
む
し
ろ
資
本
移
動
に
主
導
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
正
金
調
整
説
に
よ
れ
ば
金
の
移
動
は
輸
出
と
輸
入
の
差
額
を
金
決
済
す
る
た
め
に
起
き
る
の
で
そ
の
額
は
小
さ
い
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
絶
対
量
と
し
て
の
金
の
対
外
流
出
、
流
入
額
は
大
き
く
激
し
い
の
で
あ
る
（〈
侘
美
一
九
九
八
〉
一
二
〇
）。
英
国
の
中
央
銀
行
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
第
一
次
大
戦
前
の
国
際
金
本
位
制
を
主
導
で
き
た
の
も
、
同
行
が
世
界
の
信
用
機
構
の
軸
点
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
金
の
対
外
移
動
を
通
じ
た
同
行
の
金
準
備
の
増
減
は
他
国
の
景
気
循
環
と
の
連
動
関
係
を
示
す
バ
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ロ
メ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
金
移
動
は
単
に
国
際
収
支
調
整
項
目
の
機
能
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
い
。
国
際
金
本
位
制
の
場
合
、
そ
し
て
こ
の
金
移
動
は
資
本
移
動
に
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
侘
美
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
軸
に
し
た
国
際
信
用
機
構
の
機
能
が
世
界
全
体
に
と
っ
て
も
圧
倒
的
に
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
見
事
に
活
写
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
（〈
侘
美
一
九
七
六
〉
二
一
五
、
三
三
五－
六
）。
で
は
柴
田
は
こ
の
侘
美
光
彦
の
壮
大
な
構
想
を
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
分
析
で
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
構
想
を
二
十
一
世
紀
の
変
動
相
場
制
に
お
け
る
国
際
金
融
恐
慌
の
激
発
の
事
態
に
活
か
し
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
た
ん
を
切
っ
掛
け
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
市
場
取
引
が
凍
結
し
た
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？
ロ
ン
ド
ン
・
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
銀
行
間
市
場
が
資
金
仲
介
機
能
を
停
止
す
る
と
国
際
信
用
連
鎖
も
断
ち
切
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
来
は
米
国
の
ド
ル
市
場
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
・
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
市
場
を
軸
に
し
て
国
際
信
用
機
構
が
間
断
な
く
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
が
機
能
停
止
す
る
と
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
世
界
全
体
に
と
っ
て
も
圧
倒
的
に
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
劇
的
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
米
国
金
融
市
場
と
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
市
場
が
世
界
の
景
気
循
環
に
及
ぼ
す
圧
倒
的
に
重
要
な
機
能
を
示
す
事
例
。
そ
れ
が
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
世
界
的
金
融
危
機
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
戦
前
の
国
際
金
本
位
制
で
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
を
軸
に
し
た
国
際
信
用
機
構
は
今
で
も
作
動
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
基
軸
通
貨
は
、
金
本
位
制
の
時
代
の
よ
う
な
ポ
ン
ド
で
な
く
ド
ル
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
に
代
わ
り
ア
メ
リ
カ
金
融
市
場
が
世
界
の
景
気
循
環
に
対
し
圧
倒
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
劇
的
に
示
す
。
そ
の
典
型
例
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
し
か
も
ア
メ
リ
カ
・
ド
ル
市
場
は
北
大
西
洋
を
は
さ
み
ロ
ン
ド
ン
・
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
市
場
と
一
体
化
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
投
資
銀
行
の
主
な
レ
ポ
取
引
は
本
国
で
な
く
ロ
ン
ド
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
リ
ー
マ
ン
の
顧
客
の
資
産
が
ロ
ン
ド
ン
現
地
法
人
で
再
担
保
金
融
に
回
さ
れ
て
い
た
債
権
債
務
の
処
理
が
紛
糾
し
、
こ
れ
も
ド
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
を
引
き
起
こ
す
重
大
な
契
機
と
な
っ
た
。
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点
で
は
、
Ｆ
ｅ
ｄ
を
軸
心
と
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン
を
軸
に
し
た
ド
ル
国
際
信
用
機
構
の
話
に
な
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
点
を
、
ド
ル
を
軸
に
し
た
国
際
信
用
機
構
の
圧
倒
的
重
要
性
を
全
世
界
に
劇
的
に
さ
し
示
し
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
位
置
付
け
て
お
い
た
。
そ
の
場
合
、
侘
美
が
「
ロ
ン
ド
ン
」
と
説
い
て
い
る
個
所
を
、
現
在
の
ロ
ン
ド
ン
・
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
市
場
の
こ
と
と
理
解
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
た
ん
を
き
っ
か
け
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
銀
行
間
市
場
取
引
は
一
時
的
に
マ
ヒ
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
・
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
銀
行
間
市
場
が
資
金
仲
介
機
能
を
停
止
す
る
と
、
国
際
信
用
の
連
鎖
も
断
ち
切
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
局
面
を
打
開
で
き
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行
Ｆ
ｅ
ｄ
し
か
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
市
場
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
・
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
市
場
を
軸
に
し
た
国
際
信
用
機
構
が
機
能
停
止
す
る
と
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
。
ド
ル
の
流
れ
が
麻
痺
す
る
と
世
界
的
ド
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
る
。
ド
ル
の
国
際
的
取
り
付
け
で
あ
る
。
巷
で
声
高
に
叫
ば
れ
る
ド
ル
危
機
の
虚
構
性
も
劇
的
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ド
ル
取
引
が
世
界
全
体
に
と
っ
て
も
圧
倒
的
に
重
要
の
意
味
を
持
つ
こ
と
を
改
め
て
劇
的
に
指
し
示
し
た
の
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
に
も
し
も
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
し
か
し
、
金
融
恐
慌
の
分
析
が
得
意
だ
っ
た
『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク
ス
や
『
国
際
通
貨
体
制
』
を
著
し
た
侘
美
が
今
回
の
世
界
的
金
融
危
機
を
目
撃
し
て
い
た
な
ら
ば
、
二
一
世
紀
版
資
本
論
で
次
の
と
お
り
活
写
し
た
は
ず
で
あ
る
。
谷
間
の
鹿
が
水
を
求
め
て
し
た
い
鳴
く
よ
う
に
、
世
界
は
ド
ル
を
求
め
て
し
た
い
鳴
く
と
（〈
米
倉
二
〇
〇
九
〉）。
さ
て
さ
て
柴
田
は
侘
美
の
壮
大
な
構
想
を
現
在
の
国
際
信
用
機
構
の
分
析
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
？
率
直
に
言
っ
て
皆
無
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
Ｆ
ｅ
ｄ
を
軸
心
と
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン
を
軸
に
し
た
ド
ル
国
際
信
用
機
構
の
具
体
的
動
き
を
伝
え
る
欧
米
間
の
銀
行
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
を
グ
ロ
ス
で
な
く
ネ
ッ
ト
で
評
価
す
る
Ｇ
Ｉ
説
と
い
う
旧
来
の
理
解
の
子
宮
の
中
か
ら
一
歩
も
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
。
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
を
国
際
収
支
表
レ
ベ
ル
の
理
解
に
閉
じ
こ
め
、
国
際
銀
行
業
務
を
手
が
け
る
金
融
機
関
の
米
欧
拠
点
の
連
結
ベ
ー
ス
で
評
価
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
。
そ
の
挙
げ
句
、
激
発
し
た
国
際
的
ド
ル
流
動
性
危
機
を
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欧
州
流
動
性
危
機
に
矮
小
化
し
た
り
、
肝
心
の
典
拠
と
な
る
は
ず
の
文
献
も
逆
立
ち
読
み
に
終
始
し
た
の
で
あ
る
。
（
ⅱ
）
ド
ル
相
場
の
動
向
の
決
定
要
因
を
取
り
違
え
て
し
ま
う
不
均
衡
論
柴
田
を
は
じ
め
多
く
の
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
達
は
為
替
市
場
に
お
け
る
資
本
移
動
の
膨
張
の
意
味
を
捉
え
そ
こ
な
っ
た
。
経
常
取
引
を
資
本
取
引
が
額
の
面
で
圧
倒
し
て
い
る
の
に
、
依
然
と
し
て
為
替
決
定
要
因
を
経
常
勘
定
に
求
め
続
け
て
い
た
。
現
在
、
外
為
市
場
に
お
い
て
は
一
日
あ
た
り
の
資
本
取
引
は
経
常
取
引
一
年
分
の
額
を
数
日
分
で
凌
駕
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ス
キ
ャ
メ
ル
は
以
下
の
と
お
り
、
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
七
○
歳
代
を
す
ぎ
た
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
達
は
国
際
収
支
の
主
要
を
な
す
の
は
経
常
勘
定
取
引
で
あ
り
資
本
勘
定
は
主
要
項
目
の
貿
易
収
支
の
補
完
項
目
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
に
染
ま
っ
て
育
っ
て
き
た
（〈Scam
m
el
〉
一
〇
四
））。
こ
の
ス
キ
ャ
メ
ル
の
指
摘
は
一
九
八
七
年
の
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
強
調
す
べ
き
は
ド
ル
の
国
際
的
信
認
は
国
際
収
支
尻
で
な
く
、
企
業
の
収
益
力
の
浮
沈
、
そ
し
て
景
気
動
向
に
か
か
っ
て
い
る
。
ド
ル
相
場
の
行
方
を
左
右
す
る
の
は
米
国
の
景
気
動
向
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
局
面
に
す
ぎ
な
い
経
常
収
支
の
動
向
で
は
な
い
。
そ
し
て
景
気
動
向
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
が
資
本
収
支
の
範
疇
に
は
い
る
国
際
資
本
移
動
で
あ
る
。
米
国
の
景
気
が
浮
揚
す
れ
ば
ド
ル
の
信
認
は
強
ま
り
、
沈
下
す
れ
ば
弱
ま
る
。
し
か
も
、
景
気
が
低
迷
す
る
と
ド
ル
は
ま
す
ま
す
渇
望
さ
れ
る
。
多
く
の
銀
行
、
企
業
が
倒
産
す
る
事
態
に
な
る
と
ド
ル
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
求
め
ら
れ
る
。
ド
ル
不
安
で
な
く
ド
ル
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
不
足
の
不
安
で
あ
り
、
鹿
が
谷
川
の
水
を
求
め
て
し
た
い
鳴
く
よ
う
に
、
世
界
は
ド
ル
を
求
め
て
し
た
い
泣
く
（〈
米
倉
二
〇
〇
七
〉
二
四
九
）。
こ
う
し
て
見
る
と
、
我
田
引
水
に
な
る
が
、
筆
者
は
す
で
に
二
〇
〇
七
年
の
著
書
に
お
い
て
も
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
特
長
を
先
読
み
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
の
取
引
（
資
本
勘
定
）
が
モ
ノ
の
取
引
（
経
常
勘
定
）
を
凌
駕
し
て
い
る
時
に
、
モ
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ノ
の
取
引
を
主
因
と
し
て
ド
ル
需
給
を
語
り
、
マ
ネ
ー
の
取
引
を
補
完
要
因
と
し
て
し
か
語
ら
な
い「
ド
ル
危
機
」説
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
（〈
米
倉
二
〇
〇
七
〉
二
五
〇
）。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
為
替
市
場
の
動
向
に
お
い
て
経
常
取
引
よ
り
も
資
本
取
引
の
意
義
を
協
調
し
て
い
た
の
が
侘
美
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
柴
田
が
大
学
院
時
代
の
指
導
教
員
で
あ
る
。
筆
者
の
指
導
教
官
で
も
あ
る
。
は
た
し
て
柴
田
は
こ
の
か
つ
て
の
指
導
教
官
の
教
え
を
ど
の
よ
う
に
吸
収
し
二
十
一
世
紀
の
世
界
金
融
危
機
の
分
析
に
活
用
で
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
？
む
す
び
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
金
融
危
機
の
原
因
は
国
際
経
常
収
支
不
均
衡
、
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
世
界
的
‘
過
剰
貯
蓄
’
で
な
く
、
持
続
不
可
能
な
信
用
と
資
産
ブ
ー
ム
が
膨
張
し
最
終
的
に
破
裂
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
進
展
に
あ
っ
た
。
た
と
え
て
み
れ
ば
、
巨
大
な
金
融
積
乱
雲
が
北
大
西
洋
両
岸
で
発
生
し
、
互
い
に
近
づ
き
重
な
り
あ
う
相
乗
効
果
で
強
烈
な
金
融
の
竜
巻
が
吹
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
両
岸
の
一
方
で
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
と
し
て
、
彼
岸
で
は
ユ
ー
ロ
不
動
産
バ
ブ
ル
と
し
て
、
資
産
価
格
も
吹
き
上
げ
ら
れ
、
最
後
に
急
落
し
た
。
こ
れ
が
「
大
い
な
る
安
定
」
の
時
代
の
金
融
市
場
の
経
緯
と
結
末
で
あ
る
。
は
た
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
経
常
収
支
不
均
衡
説
（
Ｇ
Ｉ
）
は
こ
の
よ
う
な
状
況
と
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
で
あ
ろ
う
？
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
で
し
か
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
が
常
々
、
金
融
危
機
の
解
明
は
Ｇ
Ｉ
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
視
座
に
お
か
な
い
と
不
可
能
で
あ
る
と
力
説
す
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
進
行
を
た
ど
る
た
め
に
は
、
各
国
居
住
者
ベ
ー
ス
の
国
際
収
支
表
、
国
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際
銀
行
業
務
を
手
が
け
る
個
々
の
銀
行
の
各
国
拠
点
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
連
結
さ
せ
た
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
の
動
向
の
分
析
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
国
際
銀
行
業
務
を
担
う
銀
行
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
・
レ
ベ
ル
の
資
金
繰
り
は
通
常
の
国
際
収
支
表
は
把
握
さ
れ
な
い
。こ
の
国
際
銀
行
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
資
金
移
動
の
膨
張
こ
そ
が
、最
終
的
に
は
金
融
危
機
に
つ
な
が
る
持
続
不
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
累
積
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
国
際
収
支
不
均
衡
の
拡
大
の
持
続
不
能
性
を
懸
念
す
る
Ｇ
Ｉ
論
は
、
グ
ロ
ス
の
国
際
的
資
金
移
動
を
捕
捉
で
き
な
い
。
ネ
ッ
ト
の
話
し
か
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
グ
ロ
ス
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
資
金
移
動
が
国
際
金
融
危
機
の
種
を
ま
い
て
い
た
状
況
に
た
ど
り
着
け
な
い
。
持
続
不
能
と
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
金
融
的
脆
弱
性
は
Ｇ
Ｉ
説
で
は
語
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
通
じ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
、
日
銀
も
こ
の
点
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
学
問
的
潮
流
の
変
化
に
無
関
心
だ
っ
た
の
が
、
静
態
的
な
Ｇ
Ｉ
の
因
襲
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
い
た
ド
ル
衰
退
願
望
者
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
ド
ル
危
機
ど
こ
ろ
か
ド
ル
不
足
危
機
で
あ
っ
た
。
ド
ル
衰
退
願
望
論
の
シ
ナ
リ
オ
は
打
ち
砕
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
自
ら
の
過
去
の
主
張
を
弥
縫
す
べ
く
、
Ｇ
Ｉ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
へ
乗
り
移
ろ
う
と
し
た
が
、「
最
後
の
貸
し
手
」
論
の
理
解
も
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
ラ
ス
ト
・
リ
ゾ
ー
ト
も
見
失
い
、
Ｇ
Ｉ
の
臍
の
緒
も
切
れ
な
い
ま
ま
宙
ぶ
ら
り
ん
の
逆
立
ち
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
こ
に
二
十
一
世
紀
の
ド
ル
衰
退
願
望
者
の
抜
け
が
た
い
ド
ル
・
ジ
レ
ン
マ
を
見
て
と
れ
よ
う
。
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